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「筑波大発の起業家を」
　
大河内信弘教授（医学医療系）らの研究グループによる手術シミュレーション
システム「Ｌｉｖｅｒｓｉｍ」の開発が進んでいる。同システムの導入で、今まで約
15年かかっていた外科医の研修期間が、５～８年短縮されるという画期的な
成果が期待されている。
                                （森脇慎＝社会学類２年）
　
スマホ向けアプリ「ＬＩＮＥ」を提供するＬＩＮＥ社社長の森川亮氏（昭和
63
年度第三学群情報学類卒業）が本紙の単独取材に応じた。この中で森川氏はＬＩＮＥの成功について「スマホに特化した、誰もが使えるシンプルな機能がヒットの理由だ」と発言。また、最近ＬＩＮＥをめぐりいじめが頻発した問題については「 （ＬＩＮＥやスマホの使い方の 教育が必要だ」と語った。一方、森川氏は主に筑波大生を対象に７月「ビジネスコンテスト」＝
　
＝を計画中だと明かし、
これを機に「筑波大発の起業家を増やし、つくば シリコンバレーにしたい」と語った。
           （平嶋健人＝社会学類３年、２面に森川氏の経歴と関連記事）
　
ＬＩＮＥ社は２０００年
創設。森川氏は
07年に社長
に就任したが、
11年に提供
を開始した「ＬＩＮＥ」がヒットし、現在、４憶人以
　
この一方で、ＬＩＮＥ上
でのいじめが多発している問題については「使い方について未成年への教育が必要」とした上で「ＬＩＮＥがなくても、いじめは根絶しない。どういじめが起きるのか解明する方も大事だ」とも指摘した。　
一方で、森川社長は「筑
波大発のベンチャー企業を増やしたい 発言。今年
　昨年 10 月、第一エリアの松美池に突如浮かんだボート「博
士号」。その様子はツイッターで拡散され、話題になった。
その後、学生が乗船できることを目指す大学公認の学生活動
「つくばアクションプロジェクト」（Ｔ‐ＡＣＴ）が発足。博
士号の「推進」に向け活動を続けており、4 月 23 日には松
美池で「安全検証実験」が行われた。（10 面に関連記事）
シャーレの中の海の生物を観察する子ども
　「Ｌｉｖｅｒｓｉｍ」はさまざまな患者のデータを基に臓器を３次元で再現し、画面上で自由に切除したり回転 せることが可能だ。切り離した後の血管の
様子や、臓器に力を加えた際の変形具合も再現可能で、現実に近い形で手術シミュレーションができる。平成
24年度に開発が始ま
り、現在、肝臓の状況だけ
が再現できるが、
29年度ま
でにすい臓や胃、大腸の再現をできるようシステム開発を随時進める計画だ。　
現在は操作にコンピュー
ター用のマウスを用い
が、手に臓器の触感を再現するバーチャルリアリティ装置の開発も進んでいる。実用化 れば、より実際の手術に近い体験ができるようになる。　
今年２月からは筑波大の
医学類４～５年生の病院実習教育に導入されている。導入後、手術解剖の成績上昇が見られ、学生からも好評だという。また筑波大学附属病院では手術を受ける患者への説明にも用いる予定で、医学知識 ない人に、難手術を分かりやすく説明でき ようにもなる。
　「こんな生き物見たことない！」 。子どもたちが磯を覗き込みながら、目を輝かせた。磯のどの辺りに生き物たちが暮らしているのか。その生態は……。子どもたちは筑波大学下田臨海実験センター（静岡県下田市）の担当者の説明に熱心に聞き入っていた。　同センターが２０１２年
夏、 「筑波大学社会貢献プロジェクト」の一環として企画した「伊豆海洋自然塾ジュニア養成講座 （小学３～６年生が対象）は、盛況だった。講座は金目鯛の解剖や南極越冬隊経験者の体験談など盛りだくさんで、子どもたちは興味津々の様子だった。そしてこのイベントの精神は今も引き継がれている。　
同センターは昨年、地元
住民を対象に「自然 」のイベントを実施。定番の磯の生物観察のほか、溶岩が吹き出して固まった場所など「ジオスポッ 」と呼
ばれる地球科学的に珍しい場所を巡った。自然の見方や面白さを学び、住民が観光客などに自力で説明できるように ることが目的だった。　
イベントはほかにもねら
いがあった。現在伊豆半島全体でユネスコ（国連教育科学文化機関）の「世界ジオパーク」＝
　
＝登録を目
指しているが、地域住民の自発的な自然保護活動は登録に有利に働くため 自然理解を深めるこの活動は登録に向けた大き 後押しとなる。同センターは今年も伊豆半島全域 対象に同様の活動を行う予定だ。　
同センターは在籍者約
60
人で、海洋生物の研究を行うが、研究成果 生か
し、子どもたちなどに海の生物を紹介するなどの社会貢献活動を続けてきた。だが、独自の活動には限界がある。そこで申請したのが「社会貢献プロジェクト」だ。大学から活動に助成金が出るほか、大学の組織使ってＰＲもできる。 「プロジェクトに参加す ことで、新たな取り組みを行えるなど参加者を常 飽きさせない活動ができる」と同センターの和田茂樹教授はプロジェクト参加の意義を語る。　「社会貢献プロジェクト」
　
大学で学び１年
がたった。親しい友人もでき、サークル活動では「中核」になっ という自負も持てるよ
うになった。だが、 「今の自分は本当に充実しているのか」と考えることがある▼そもそも「充実」とは何なのか。内閣府の調査によると、日の
18～
24歳
の若者の約
75％が、充実感を感じる
のは「友人や仲間 い時」と答えた。若者の流行語「リア充」 （リアルな生活の充実）もネットでは 「交友関係が広い人」「恋人がいる人」と定義されている▼だが友人を持つことだけが 充実につながるわ ではあるまい。広辞苑によると、「充実」 とは 「中身がいっぱい入っていること。内容が満ちて豊富なこと」だ。新し 知識を手に入れた時。美しい景色に出会った時 一人でも充実感を得ることは可能だ▼政治学者・丸山真男の「日本の思想」 （岩波新書）を読みふけったことがある。 「人間は日々自由になろうとすることによって、はじめて自由でありうる」とい 著者の言葉の意味を一日中考え続けた。その時間 確かに充実していたと思う。 「充実」も自由と同じで、自ら考え行動しなくては得られない▼「充実」 は個々人が決めていくもなのだろう。そのためには自分の心を満たす何かを探し出さなけ ばならない。他人が決めた物差しで、充実の度合い 計ることはできない。
外科医 研修期間短縮へ
　
日本の外科医の数は
１９８８年と比べ半減。
20
年後には現在の３分の１に
なると予想されるが、その原因の一つに研修期間が長いことが指摘されていた。
手術シミュレーション開発
外科手術には人体構造を詳細に把握する必要があるが、教科書や図録だけで実際の臓器をイメージすることは難しい。そのため、一人で手術 できるようになるまでの研修期間 長くとる必要があった。　
大河内教授によると、技
術は医学医療系 ほか、システム情報系、図書館情報メディア系が共同して開発している。 「各系のレベルが高い筑波大だからこそできる研究。開発を進め、外科医不足を解消したい」と語った。
肝臓切除の様子を再現する「Liversim」
つくばをシリコンバレーに
森川亮 氏
は平成
16年度発足。筑波大
の幅広い学問研究の成果を社会に生かすのが目的で、毎年、学内で公募。認められると大学の助成対象となるが、 その活動は科 振興、文化、地域活性化など多方面にわたっている。　
10周年を迎えた活動の成
果を報告していく。         （３面に関連特集）
　
世界ジオパーク
＝地球
科学的に重要な自然遺産を複数有し、有効に観光業に活用しているとユネスコが承認した地域。現在１００地域が登録されている。
７月
18─
20日に主に筑波大
生を対象にしたビジコン「Ｔｓｕｋｕｂａ
　
Ｃｒｅ
ａｔｉｖｅ
　
Ｃａｍｐ」 （Ｔ
ＣＣ）を開催する計画を明かした。将来的にはＴＣＣを筑波大の授業科目として大学側に提案したい考えで、 「授業から学生がそのまま起業できるようにしたい」と話した。　
ビジネスコンテスト
＝
略称ビジコン。参加者が利益を生み出すプランを考え、その優劣を競う 学生が対象のものが多い。　　　　　
◆
　
ＴＣＣ実行委員会による
と、ＴＣＣは７月
18―
20日
の予定で、ビジコンでは筑波大出身の経営者などを審査員に、 学生らが発表する。事前申し込みが必要。詳細＝
h
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博士号 「推進」へ活動続く
「伊豆をジオパークに」
登録に向け後押し
LINE 社社長 森川亮氏
７月中旬
ビジコン計画
大河内教授ら
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調査を行う谷口准教授
海外拠点を新設マレーシアとカザフに
　
文化財の保存科学を専門とする谷口陽子准教授（人社系）が、中央アジア
を中心に世界各地で古代壁画や装飾品などの貴重な文化遺産の保存・修復活動を行っている。時間とともに劣化する重要な文化遺産を長持ちさせるためで、壁画に使われている彩色材料から新たな地域交流の歴史や世界最古の油絵の発見に関わるなど、 大きな成果も上げている。
（林健太郎＝社会学類２年）
白岩教授らが発見
放射性物質を高度に吸収
微細藻類「nak9」
インタビューに答える森川氏
まずアクションを
　
福島第一原発事故でも飛
散した放射性物質、セシウムを高度に吸収する能力を持つ微細藻類「ｎａｋ９」を白岩善博教授（生環系）井上勲教授（同）らの研究グループが発見した。福島第一原発での実証研究の許可が下りず実用化のめどは立っていないが、培養しやすい微細藻類を除染に用いることで、コスト削減が見込めると う。
　
同研究グループは、原発
事故で飛散した放射性物質の中でも特に人体に取り込まれやすいセシウム、ストロンチウム、ヨウ素を除去する能力について、微細藻類や水生植物１８８株を調査。研究の結果、 セシウム、ストロンチウム、ヨ 素を高度に吸収する株がそれぞれ５株、３株、８株発見された。中でもｎａｋ９と呼ばれる藻類は２日以内で培
養液中のセシウムを
90％以
上除去・吸収する能力があることが分かった。　
ｎａｋ９は約
10年前、接
着剤の中に緑色の小生物が混入しているのに気づい井上教授が培養し続けていたもので「セシウム等を吸収する能力があるとは全く予測していなかった」 （白岩教授）と う。　
白岩教授は「震災で被災
した人も研究に携わり、研
究員それぞれが被災地の早期復興のために研究してきた。実証研究がいつ許可されるか分からないが、ｎａ
ｋ９を培養し続けたい」と話している。　
この研究は２０１１年の
夏に農林水産省の支援を受
　
谷口准教授は２００５年
から、東京文化財研究所の一員としてユネスコの主導
で行われているバーミヤン遺跡（アフガニスタン）の修復活動を行っ きた。遺
跡はイスラム主義勢力タリバンのテロ活動によって破壊されたため、
03年から修
復活動が行われている。同准教授は同遺跡で
08年、壁
画片の成分を分析し、同遺跡にあった世界最古の油絵の発見にも貢献した。昨年９月にも同遺跡での壁画の調査、修復に当たるなど、今まで
50の洞
どうくつ
窟で壁画調査
を行ってきた。　
また谷口准教授はウズベ
キスタン、タジキスタン、中国新疆ウイグル地区、インドなどでも壁画の ・修復活動を行ってきた。同准教授によると、壁画の修復で重要なのはそこに残る歴史の証拠を消してしまわないようにすることだ いう。　
谷口准教授は「壁画に残
る宗教の精神性や歴史の深みを消さずに修復し、後世に伝えたい」 と語る一方で、今後の活動について「壁画に使われてい 彩色材料から、文化交流や技術交流など人類の英知を解明しい」と話している。
けて始動し、
12年からは筑
波大学震災復興支援プロジェクトに採択されている。
           （新田萌夏）
「nak9」の培養風景
界最古の油絵発見にも貢献
　
筑波大学は４月
24日、マ
レーシアとカザフスタンに海外拠点を設置したと発表した。各拠点では、大学のＰＲ活動を行い、国際連携を推進 ていく。これにより、現地に派遣した留学生の支援のほか、優秀な留学生の確保も期待される。　
筑波大は、国際的に活
躍できる「グローバル人材」 の育成を強化するため、２００６年から世界の主要都市に専用オフィス（海外拠点）を設けている。チュニスオフィス （チュニジア）の設置を皮切りに、タシケ
ント（ウズベキスタン）やホーチミン（ベトナム）にオフィスを展開してきた。今回の新設により、海外拠点は９カ国計
10カ所となっ
た。　
マレーシアの「クアラル
ンプールオフィス」はマレーシア工科大学内に開設。筑波大から派遣された教員
1人と、現地で採用し
た職員が在駐しているが、９月にはもう１人、職員を追加で派遣する は
12年
10月から、マレーシア
で日本型の工学系教育を普及させるプロジェクトに参
加。この本部もマレーシア工科大内にあることから、今後はより密接に連携を取る方針だ。　
一方カザフスタンのカザ
フ国立大学内に設置された「アルマトイオフィス」は、同大に採用された元筑波大の教員が勤務す 。筑波大は現地の４大学と学術協定を結び、過去７年間で
96人
の留学生を受け入れてきた実績を持つ。現在の学術交流は人文社会系が中心のため、今回 海外拠点設置をきっかけに、数理物質系や生命環境系の学術交流の促進も図る。　
今後は６月ごろまでにカ
リフォルニア（米国）とサンパウロ（ブラジル）にそれぞれ海外拠点を設置する予定。
           （望月麗）
「考える前に行動する」 「今に集中する」 ……。ＬＩＮＥ社社長の森川亮氏 （昭和
63年度第三学群情報学類卒業）は、経営など自らの理念を聞かれ、そう繰
り返した。また若い世代には、安定志向に走らず「今やりたいことをやってほしい」とも。森川氏とのインタビュー内容は以下の通り。
        　　　
　　　　　　　　　　　　　
（平嶋健人＝社会学類３年、林健太郎＝同２年）
　
■経営理念について聞
かせてください。　
時代の変化に対応する
ことが一番重要 と考えています。
10年後がどう
なっているか誰も読めない世の中で、
10年後の計
画を作っても意味がない。今に集中する もしくは予測できる範囲で最高のものを目指すようにしています　
日本人は計画立案に時
間を使っ 、実際の行動に結びつかない人が多い。大事なことは計画ではなくて、まず何かアクションを起こすこと。社員には考える前に行動す
るスピード感を求めています。計画にこだわると本質を見失います。　
■「起業」とは何なの
でしょう？　
起業は結果的にはお金
儲けにつながりますが、それがゴールではない。自分の技術や知識で社会に貢献することがゴールだと思っています。　
最近の大学の先生に
は「過去を勉強しても仕方がない」 いう意見が多いようです。これだけ変化する世界だと、過去に起こったことは未来で起きないだろう。だからこそ「考える力」を鍛え
るべきだという意見が多い。でも考える力をつけるだけでもだめで、 （学生たちが）実際に行動に移ることを支援する仕組みも必要です。　
■筑波大生への支援策
を考えていますか？　「つくばを（米国の）シリコンバレーみたいにできたらいい」と漠然と思っています。シリコンバレーも、あるベンチャー企業が生まれたのをきっかけに発展したつくばでは最近、徐々にベンチャー企業が生まれつつあるので、それを機に大きく変わることを期
待しています。　
まず７月に筑波大で起
業家志望の学生を集めてビジネスコンテスト（ビジコン）をやります。　
■ビジコンで学生に求
めることは？　
とにかく多くの学生に
参加してほしい。僕が大学生のころは、 「大学がつまらない」という学生が大半でした。 「どうしても受けたい」という授業が特になかった。だから、多くの学生がわくわくするようなことを勉強できる大学にしていら良いと思います。そのためには、学生と一緒なって大学を変えていかないといけな 。　
一つ成功事例を作る
と、そこから全体的に大学を変える動きになる。ビジコンを機に筑波大発の起業家 増やしていきたいと思います。　
■筑波大に入学した理
由を聞かせてください　
大学でコンピューター
か建築、どちらを学ぶかで悩んでいたんです。その時に筑波大学の情報学類がたまたま受験科目が少なかった。簡単かなと思って受験し した。　
あとは（約
30年前の）
当時、大学の建物がすごく奇麗だった。また、入学した年に科学万博があったので、街全体が盛り上がっていた。 「これからの街」と うイメージに惹かれました。
　
■当時のつくばの印象
は？　
夜道は暗く、とにかく
歩いている人がいない、というのが当時の印象です。いろ ろなアルバイトをして、大企業ではできない経験ができたことも思い出です。 東京だと、家庭教師 ど知的なアルバイト 多 で が、当時つくばにはそんな仕事もなくて、ラーメン屋の皿洗いから、駐車場の交通整理員まで何でもやっていました。　
■当時の大学生活で熱
中したことは何です ？　
大学ではジャズ研究会
に入り、ドラムに明け暮れていました。毎日午前中３～４時間練習をし
て、昼は学校、夜はアルバイトでした。　
■情報学類の思い出は
ありますか？　
実は大学に入るまでコ
ンピューターに触ったことがなかったんです。教室に入ると、今でいうオタクみたいな人ばかで、すっかり浮いてしまっていました。特に０と１でプログラムを組む作業がつらかったです。勉強に関してはつらい思い出ばかりでした。　
■若い世代へのメッ
セージをお願いします。　
若い人には今、やりた
いことをやってほしい。昔は起業するにしても、お金がない できないことが多かった。でも今は
アフガニスタン バーミヤン遺跡
壁画や装飾品を調査・修復
お金がなくてもやれることがたくさんある。　
いろいろと制約もある
でしょう 、逆に制約があった方が頭も使うし、新しいアイデア 生まれやすい。どうしたらやりたいことができるのか、ポジティブに考え 生き方をしてほし ですね。　
森川亮（もりかわ・あ
きら）　
１９６７年、神奈川県
生まれ、
47歳。
89年に
日本テレビ放送網に入社。
99年、青山学院大学
大学院でＭＢＡを取得。２０００年にソニー入社後、
03年にハンゲーム
ジャパン（現ＬＩＮＥ株式会社）に入社し、
07年
より現職。
森川 LINE 社社長
谷口陽子准教授
「今やりたいこと考えて」
れ、２００６年に「社会貢献プロジェクト」の一環として大学から支援を受けるようになった。　
アルミ箔で包まれたプラ
スチックコップ伝いに流れる電流に触れる実験では、子どもたちは「電流を身体に感じて痛かった」と歓声を上げた。ま 風船やプロペラを使ってヘリコプターを作る工作では、 「風船をプロペラで飛ばす工作が面白かった」と子ども ちは次々に感想を述べ、 「また
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地域との連携強化したい 　「筑波大学社会貢献プロジェクト」 が始まって
10周年目を数える。このプロジェ
クトは、筑波大の幅広い学問分野の研究を生かした社会貢献活動を学内で公募し、その助成を行うもの。例年約
50件以上の申請が寄せられ、これまでの活動は
３００を超える。過去どのような活動が行われ、今年はどんな活動が採択されたのか。そしてどんな反響があったのか。つぶさに紹介していく。
（油布知夏＝人
文学類、望月麗＝比較文化学類、新田萌夏＝社会学類 姉崎信＝心理学類、添島香苗＝生物学類）
井上勲 教授
「出前実験講義」で実験を行う子どもたち
　「一人でも多くの子どもたちに理科の面白さを実感させたい」 。小林正美准教授 （数物系）は「出前実験講義」の目的のひとつをこのように語った。　「出前実験講義」はつくば市の小学校や公民館を中心に理科の実験教室を開く筑波大学社会
貢献プロジェクトのひとつ。 対象は小学生が中心で、小林准教授は研究室の学生らと共に活動している。 「出前」は年
50回程度で、今年
で
19年目を迎えた。
　
講義の内容は当日までの
「お楽しみ」 。事前に 「予告」しないことで、子どもたちが予想外の実験を楽しめるよう工夫している。実験では数学、物理、化学、電気、生物、天文など自然現象全般を扱う。食べ を使った
実験で「身近な不思議」にも目を向けさせる。　
用意するものは空き缶や
牛乳パック 使った手作りの実験グッズなど。実験グッズの使い方を一通り説明した後は、子どもたちが自由に などで遊べる時間も設け、子どもたちの主体性を尊重している。小林准教授によると近年、小学校の授業で理科実験を行う機会が減少しているため、身近で扱いやすい道具を用いることで、学校側が容易に理科実験に取り入れられるよう工夫をして るとのこと。そのため、理科が苦手な小学校の教師から「参考になる」と好評だ。　「出前実験講義」はつくば市だけでなく、県内外にも赴く。その実績が認めら
　
茨城県北西部に位置す
る、滝や温泉で有名な町、大子町（人口約２万人） 。豊かな自然が広がるこののどかな町で「みんなの楽校プロジェクト」が行われていることはあまり知られていない。筑波大学社会貢献プロジェクトの一貫。学生
が主体となり、短編映画作りや学習支援活動などを通して大子町の中 生と触れ合う活動だ。活動は今年２、 ３月に旧上岡小学校で７回行われ、大子町の各中学校から約
10名の中学生
が参加した。　
短編映画作り
では、中学生らは２つのグループに分かれ 脚本やカメラ、絵コンテなどそれぞれ役割を分担。大子町の学
校をテーマに短編映画を作った。約
10人の学生がサ
ポートに入り、中学生らは学生と相談しながら作業に打ち込んだ。　
学生代表の橋田慈子さ
ん（教育専攻１年）は「短編映画作りでは、子どもたちに役割が分担されることで、みんなに『スポットライト』が当たる。自分も中学生の頃から映像制 が好きで、 『主役になれた』という経験を子どもたちに味わってほしいと思い企画を練って った」という。　
また、 学習支援活動では、
中学生らが持ち寄った学校の宿題を学生がマンツーマ
ンで教え、質問に答えたり、分からない箇所を解説する。　
これまで知らなかった他
校の中学生のほ 、大学生の「お兄さん」 「お姉さん」との交流に刺激され、大子町の中学生らは積極的に活動に取り組んだ。 「あ 子、あんな顔するんだね」と教師を驚かせるほど、普段はおとなしい子も、生き きとした笑顔を見 た。　
活動に参加した近藤雄介
さん（教育４年）は、 「どのグループにも、一人はふざけている子がいて、一人はまとめて る。一人ひ りの役割が感じら
れ面白かった」と話した。子どもたち全員が「スポットライト」を浴び、 楽しみ、大成功のうちに「みんなの楽校プロジェクト」は幕を閉じた。　
かつて４万３千人いた大
子町の人口も現在は半分以下に減少。若い世代は都市に流出し、大子町は深刻な過疎に悩まされている 短編映画作りを通して、自分たちの地域を見つめ直すことも目的の一つだった。プロジェクトを監督した上田孝典准教授（人間系）は社会貢献プロジェクトに いて「大学周辺で生活が完結してしまう筑波大生に、地域とのつながりを持たせることができる。外へ出向き学生と地域の人々両者にとってプラスにな 活動していきたい」 語っていた。　
今後は、大子町の魅力を
さらに外部へ伝え くことが課題。５月には社会貢献プロジェクトの報告会で子どもたちの作品を上映する予定だ。短編映画がさまざまなところに発信されて、地域を活性化する未来も近い。
来たい」と笑顔を見せた。　
４月
19日に筑波大学内で
行われた 「キッズ・ユニバーシティ」 。ここでも小林准教授は「面白不思議科学実験工作隊」として小学校高学年以上の子どもたちを対象に実 ・工作の体験イベントを行った。同准教授が太陽光を集める特殊な器具を使って水 温める実験などを見せる度に子どもたちは歓声 上げた。　
小林准教授は、 「子ども
たちの理科離れが叫ばれて久しいが、それは理科に触れる環境が少なくなってきているだけ。実験の面白さを通じて主体的に理科と関わってほしい」と語った。
　
社会貢献プロジェクトの
経緯や課題について、つくば・地域連携推進室副室長で、活動の企画採択などに携わる井上勲教授 （生環系）に聞いた。
　
同教授によると、筑波大
は人文社会科学、自然科学から体育、芸術、図書館学まであらゆる分野の研究・教育ができる環境と広大なキャンパスを有しており「これらの強みを生かして、社会からの要請に応えたい」と望む教職員は多かった。また、平成
16年度に文
科省から「大学は地域活性化に貢献すべき」と 通達があったことを機に、国際貢献・産学官連携・地域貢献などを目指した同プロジェクト 発足させた。　
その後、科学振興や国際
協力、環境保護、文化・地域活性化、健康・スポーツ、医療・福祉 復興・再生支援など多岐にわたる社会貢献活動が毎年実施された。平成
21年度からは学生によ
る提案も認められたほか平成
24年度からは活動報告
会を実施し、特に優れた動を表彰。異なる分野で活動する団体間の交流・触発の場ともなっている。　
井上教授は、教授や学生
の申請書をもとに平成
18年
度から企画の審査に関わっている。審査委員会は、つくば・地域連携推進室の室
員から専門分野などを考慮して選出された約
10人で構
成。提出された企画は、社会貢献での重要性のほか、計画や経費は妥当か、自治体など協力者との連携はとれるのか……など 内容を考慮し、採択の可否を審査する。採択された企画に
50万円前後の経費が支給さ
れる。井上教授は、 「毎年
50件以上の申請があり、取
り組みは学内に定着 つつある。ど も熱意にあふれた素晴らしいものばかりだ」とした上で、 「プロジェクトを開始してから
10年、
初期から継続 いる活動もあり、良い企画がたくさん育っている。つくば市周
辺だけでなく、東京キャンパスなど活動が全国に広まりつつある」と話す。さらに、教員の企画には学生が関わることも多く、同プロジェクトは 育面でも大きな役割を果たしている。　
今後の課題は、地域との
連携強化だ。井上教授は「地域の魅力増進や、住民の生活の質の向上など、プロジェクトは自治体にとっての利点も大きい。優れた企画が多いので、地域とより暮らしやすい社会をつくるためにも、大学側はさらに積極的にプロジェクトをアピールしていきたい」と語った。
映画制作の打ち合わせをする橋田さんと中学生たち
理科の面白さ教える
実験のやり方を実演する小林准教授（左）
短編映画作りで地域見つめ直す
小学生へ
町おこし
科学振興社会貢献経緯と課題
中学生と
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「ひと」のため
尽くす休日
中島佳奈
伊坂荘多（ＰＮ）
荒川智弘（シス情２年）
人との対話刺激受ける岩根美樹（芸専１年）
　
私は、休日の大半をレー
シングサーキットで過ごす。生来クルマ好きであった私は、大学入学と同時にモータースポーツの世界へと飛び込んだ。　
一般には、モータース
ポーツ＝レ サ と考えがちである。しかし Ｆ１で旗を振るスタッフの格好良さにあこがれ、レースの運営ボランティア（スオフィシャル）を志願。現在は、下妻市 る「筑
時間の使い方精進したい
　
私は朝起きるのが苦手
だ。特に休日は平気で昼まで寝てしまう。そういえば小さいころから日曜日の午前中という時間帯が苦手だった。よく晴れた日にリビングの窓から差し込む無表情な暖かい日差しを見ると頭が重くなった。　
ところで、私はせっかく
の休日を寝て過ごす はとてももったいないことだと思っている。よっ 昼過ぎに起き しま 日は落ち込むことになる。ああまたやってしま た、と しかし、そんな憂うつ （自分の感覚の中での）朝を挽
ばんかい
回
し、充実した休日を過ごす
　
安倍政権の成長戦略の
一つに、女性労働者の積極的活用があげられている。だが私が就職活動を通じて強く思ったのは、社会に今、この戦略を受け入れる土壌があるのだろうかということだった。 「女性はいつか仕事か出産かを選ばなければならない」 。会 訪問の中で、こんな本音を働く女性から何度も聞いた。私は将来、仕事 家庭も両立させたいと願っているが、そのためには、や
はり子育て支援策の充実を強く求めたい。　
私は就職活動で住宅・
金融業界や情報産業を中心に約
20社を回った。そ
の中で１月、ある会社の説明会で聞いた言葉が忘れられない。　「出産すると今の仕事を続け のは難しいかもしれない」　私がその会社で希望し
ていた職種に実際に携わる女性社員が、そう話したのだ。仕事の拘束時間が長いため育児はい、と うのがその真意だ。 「会社で活躍している女性社員は、独身か子
どもがいないケースが多い」 。同業の他の会社で働く男性社員からはそんな話も聞いた。　
別な大手企業の説明会
ではこんなこともあった。 「仕事と家庭を両立させている」という触れ込みで学生への説明に臨んだ女性社員がいたが、話をよく聞くと転勤のため彼女は今、夫と幼い子どもと別居中という。その時、詳しい事情はけなかったが、 「子どもと別居していて 子育てと仕事が両立しているといえるのか」と考え しまった。　
なぜこのようなことが
起きるのだろうか。　
大手シンクタンク「日
本総研」の研究員・池本美香さんは、日本の子育て支援策の問題として待機児童対策や幼児教育の無償化などについてその遅れを指摘する。　
特に深刻なのは待機児
童問題だ。現在の待機児童数は約２万５０００人というが、池本さんによると、特定の保育所を希望しながら、入所できない児童など「潜在待機児童」が１００万人いる。一方、英国やスウェーデンなどで進む幼児教育の無償化も、日本では緒に就いたばかりだ。
女性の社会進出の一助に子育て支援策の充実を
　
僕の休日は金曜日から始
まる。いや、始める。金曜日は、週で一番浮ついた気持ちで１限から６限まで分かったような分からないような風で過ごし、午後 時のチャイムとともに に度悦に浸る。金曜の夜 テレビをだらだら見 りゲームをだらだらやったりする。とりあえずミスチルのアルバ 一つ聴くことに
波サーキット」を拠点に、「安全で楽しいイベント」のために奮闘する日々を送っている。　
レースオフィシャルの世
界は深い。安全な運営を実現するためには、国際レースで数百名、入門レースでも百名程度のスタッフが必要となる。学生、会社員、主婦。さまざまな人々が、週末はサーキットに集う。その一人ひとりが、公平、安全なレース運営のために尽力する。　
皆に共通するものは、
「レースが好き」という想いだけ。その組織に加わり共に仕事をする中で、これ
まで多くの「ひと」と出会い、多くの「ひと」に人生の哲学を教えて頂いた。　
モータースポーツは危険
と隣り合わせの世界。だからこそ、先人から学ぶことは多い。このような環境に身を置く と 早６年。いよいよ、先人から学んだことを次世代の「ひ 」に伝える時期が来ている　
若者のクルマ離れが叫ば
れている。新し 若者を呼び込み、モータースポーツへの関心を抱いてもらうこと、そしてレースに関わる若者を増や いくべく、サーキットで活動 続けことが、今後の私の使命と考えている。　
これからも私は休日を、
「ひと」のために尽くすことができるように過ごしてきたい。
している。　
翌日。携帯がブーブー
なって嫌な気持ちになって時間を確認する。 午前８時。「何勘違いしてんだ土曜日だぞ馬鹿にすんなよ」と思ってもう一度寝る。もう一度寝るというよりこの時間は起きていないとカウントした方がいいかもしれない。気が付くと大体
10時を
過ぎている。ざまあな 。夏休みや春休みの数日間、何の予定もなければやる気もない日には朝までだらだらゲームをして れば、夕方５時とか６時 起きるこ
とも良くあった。日曜も大体同じ感じである。　
とはいえ、さすがに毎週
毎週だらだら漫画を読んでゲームをして「つよ なりたーい」といって過ごすほど人生をあきらめてはいない。やる気のある日には、午前中に買い物 済ませる。一人暮らしをすれば買い物や料理がうまくなると思っている人がたくさんいるがそうでも もかしたら別の世界の話なのかもしれないと う結論に落ち着いた。その点カント
方法が一つある。それは、「誰か人と会って話をする」ことだ。友達でも先生でも、カフェの店員さんでもいい。朝早く起きられなくて沈みがちな日でも、誰かと一言で 会話を交わすだけで、心がぱっと晴れやかになるものだ。
　
休日に人と会って話をす
ることは、自分の成長にもプラスに働く。他の学類の人と話している時、大学で何を学んでいるのかを尋ねられ、うまく答えられなかったことがあ 。私 西洋の近代美術史を学びたのだが、そ がどういう学
　
２００５年に卒業後、
滋賀、富山、佐賀と地方を転々とし、今年４月から水戸支局で働いています。事件や行政、選挙などを担当する傍ら ライフワークとして取り組んできたのが「福祉」についての取材で　
前任地の佐賀県では、
治らな 病気を抱える「難病」の患者に話を聞
き続けました。佐賀県版掲載の「難病カルテ
　
患
者たちのいま」という連載を１年９カ月間担当し、今年２月には同名の書籍を刊行しました。
71
人の患者が登場し、どのように生活し、何を苦しみ楽しんでいるのか、という「日常」をまとめています。　
取材を始
めるきっかけは、患者をサポート
蒔田備憲
毎日新聞記者
難病の
さん
する「佐賀県難病相談・支援センター」に通 たことで 。立ち寄たちとおしゃべりをするうち「自分は難病のこと
蒔田さんの著書「難病カルテ 患者たちのいま」
を全然知らない」と気付き、記事で書いてみたいと思うようになりました。　
難病はある日突然、発
症します 私も明日発症するかもしれませんし、みなさんの友人や家族、大切な人が難病になるかもしれません。外見では分からないことも多く、周囲か 理解を得られず
に悩んでいる人も多いのです。　「難病は人ごとではない」 。ありのままの姿を通し、そのことを伝えたいと考えていました。　ここまで難病や福祉と
いうテーマにのめり込んだ原点は、大学時代にあると思っています。　
在学中に所属していた
大学新聞編集部で 難病筋ジストロフィーを抱えていた後輩、菊地尭君に出会いました。重度の障
害者と深く付き合うのは初めて。私はどう接すれば良いのか分からず、どこか戸惑いを抱いていた記憶が残っています。この体験が「障害や病気のある人のことを知りたい」という関心に向かっていたのだと思います。　
大学で「福祉」を学ん
だわけでもない私の今をつくっているのは、菊地君や多くの患者たち出会いです。　
人との出会いは、人生
を大きく変える、思いもよらないきっかけになることがあります。その瞬間は気付か かもしれませんが、５年、
10年先
の土台になるのだと思っています。サークルや部活動、ゼミなどで 多くの「きっかけ」を探してみてくださ 。（平成
16年度社会学類卒）
問で、どういう魅力があって、どう社会の役に立つのかが上手く説明できなかった。自分の好きなことにも関わらず、それを他人と共有すること できなかったことを悔しく感じたの 覚えている。 「いつでも他人に紹介す ことができるように、自分の好きなものや考えていることを言語化しておくことが必要」という話は、どこかで聞いたことがあっ その通りだと思っていた。だが、やはり実際に必要になる場面を体験するとその大切さが身染みる。それ以来、自分研究したいこ につ よく考えるようにな た。人との対話の中で受けた刺激は、本などとは比べ物にならないほど鮮烈だ。その
リーマアム（菓子）はおいておくだけで三食どれにでもなるから秀でている。　
自分でもびっくりするく
らいだらだらしている。こころなしか文章もだらだらしている。まあいい 。まあいいや。まあいいさ。最近はサークルや勉強をちゃんとするようになった らほんの少し忙 い 忙と何もない時間にあこがれて、何もしないと時間の流れに脅かされるのだ。少しでも精進したいような気がしないでもない。
今月のテーマ
休日の
過ごし方
「いま」伝えたい
　
経済協力開発機構（Ｏ
ＥＣＤ）などの２００９年統計では、末子が３歳未満の母親の就業率は日本で
29・８％。一方、Ｏ
ＥＣＤ加盟国（日本など先進
34カ国）平均では
51・４％に上る。この差
の背景に日本の子育て支援策の欠陥があるのは明
らかだ。　
無論、保育
所の充実だけが解決策ではない。保育所に子どもを預
け働く知人の女性は「子どもが風邪をひくと保育所に預 られず、ベビーシッターを利用するが、料金が高すぎる」とこぼす。　
日本は少子高齢化で、50年には人口が１億人を
切ると推定される。労働人口確保のため、女性の
社会進出が求められる一方、人口維持のために出生率を上げる必要もある。この両立を図らなければ日本に未来はない。　
例えば待機児童問題で
は、保育士不足が指摘されるが、それなら保育士の免許取得のための支援政策を考えても良い。高齢者に対し、保育士の免許取得を促進す 環境を整えれば、高齢者の社会進出のためにも一石二鳥だ。幼児教育の無償化を徹底すれば、ベビーシッター料金への間接的補助にもなる。対応策はいくらでもある。　
来春、私は就職する。10年後の日本で、働く女
性を取り巻く環境はどうなっているのだろうか。（元筑波大学新聞副編集長・人文学類４年）
上、休日という開放感の中で交わされる会話は普段のそれよりも格段にみずみずしい。　
私の大学時代は始まった
ばかり。休日には積極的に人と会って、成長し続ける４年間にしたい。 もちろん、早起きの習慣化が第一の課題ではあるが。
スティックギターに合わせて味わい深い歌声が会場に響き渡った。　
同クラブの女子部員は
「緊張していたが、たくさんの来場者に囲まれて楽しく演奏することができ 」と話した。
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学生たちがモデルとなったリコシェのショー
「筑波嶺の竜神」注目集める
屋内外で作品展示
中村佑介さんが講演
上＝会場で披露された中村さんのイラスト
　
ファッションサークル
「ＲＩＣＯＣＨＥＴ（リコシェ） 」によるファッションショー「ＲＩＣＯＣＨＥＴ
 
21ｓｔ
 ＦＡＳＨＩＯＮ
ＳＨＯＷ」が５月９日に大学会館ホールで行われた。　「ＲＩＣＯＣＨＥＴ」は
「水切り遊び」などの意味を持つフランス語。水切り
　
芸術系教員らの作品展
「交差する表現―構成専攻の現在」が、４月１日から６月１日まで大学会館アートスペース及び芸術系ギャラリーで開かれている。　
筑波大学芸術系の構成
専攻は総合造形、クラフト、構成、ビジュアルデザインの４領域に分かれている。同展はこれらの領域の紹介や、研究成果を発表す
学生製作の衣装披露
デザイナー・モデルとの交流もＲＩＣＯＣＨＥＴ
　
21ｓｔ
　
ＦＡＳＨＩＯＮ
　
ＳＨＯＷ
アコースティックギターを演奏する部員
る作品展。大学会館アートスペースでは、所属教員の紹介や、東日本大震災復興支援活動「創造的復興プロジェクト」 の報告が行われ、芸術系ギャラリーでは構成専攻の教員
11人が作品を出
展した。特に来場者の注目を集めたのは、國安孝昌教授（芸術系） 「筑波嶺の竜神」 。丸太と陶ブロック
を積み重ねた全長
10㍍弱の
作品で、屋外に展示することで、空間展示の可能性を模索している。　
会場を訪れた女子学生は
「どれも個性的な作品だが、『筑波嶺の竜神』に圧倒された。構成には色々な表現方法があると分かって面白かった」と話した。
 
　　　　　　　
 （望月麗）
「交差する表現ー構成専攻の現在」
　
筑波大学の芸術系サークル連合会が主催する「第
30回つくば芸術祭」が５月３
―４日につくば駅周辺で行われた。３日には人気イラストレーターの講演会が行われ、県外からも多くの人が訪れた。　
つくば芸術祭は芸術系サークル連合会の有志が運営し、芸術を通して地域との
交流を図る。 「アンプラグド」 「アカペラサークルＤоо‐Ｗоｐ」など音楽サークルによる発表や、写真部・及び書道部などの作品展示が行われ、春のつくばを彩る一大イベントとなった。
                           （井口彩＝社会学類２年）
　
今年の目玉企画は、イラ
ストレーター中村佑介さんの講演会。中村さんは人気ミステリー小説「謎解きはディナーのあとで（東川篤
遊びのような弾む気持ちをイメージし、子ども心を忘れずにファッションを楽しむことをコンセプトに、衣装のデザ ン、製作 コー
ディネートなどで活動している。同ショーは「銀河ステーション」 「Ｒｏｓｅ」などの４シーンで構成され、部員はそれぞれのシーンをイメージした衣装を製作した。当日は学生が、モデルとして衣装を華麗に披露。蛍光塗料を用いた衣服を暗闇の中で浮かび上がらせる演出や、ショー直前の舞台裏 映した映像の紹介など、工夫に富んだ内容で観客を魅了した。ショーの終了後には 観客が部員やモデルと交流する時間も設けられた。　「Ｒｏｓｅ」の衣服を製作した椎名美季さん（社会学類２年）は「１月からショーの準備を続けてきた。自分の作った服をモデルに着てもらえて感動した」と話した。
（新田萌夏、
12面
に関連写真）
来、役に立つとは限りません。私たちは先の見えない変化の時代に生きています。 「生きる」こととリスクとは裏腹です。　
大学で、
何を、そして、なぜ学ぶのでしょうか。　
自分の予
想を裏切る 存在しないのです。　
いま大学で学習してい
ることが即、社会で役につとは限りません。いま必要だ、 思って学んでいる科目が必ずしも将
　
社会には、多様な価値
観をもった個人が共生しています。大学で学ぶ「自由」には二つの意味があります。一つは、自分の受け入れられない他者の生き方を尊重する、違いを認めるという意味です。もう一つは、多数者の常識に押しつぶされる、たった一人の、かがえのない生き方 守ることです。　
それぞれの人の生き方
の優劣をはか 客観的な物差しは存在せず それぞれの個人が自らの善を追求しています。人生の勝敗を決める物差しなど
辻雄一郎
 
生き方に触れると 若い大学生はおびえ かもれません。自分の正義では理解できない生き方に、人生経験の浅い私たちは、恐怖を覚え、戸惑い、ひるみ、認めたくな
自分の思い込みに気付く
歳のときに知っておきたかったこと
ティナ・シーリグ 著
20
スタンフォード大学 集中講義 いと思うのです。自分自身の納得しかねる他者の価値観を尊重するというのは、案外、難 いことなのかもしれません。　
大学は、そのおびえを
勇気に変換する余裕を養う場所です。常識を疑い、決まりきったステップと違う一歩を踏み出し、自分の限界に挑戦したとき、新しい「何か」が起こります。大学で学んだことが社会に活かせられた
ら素晴らしいでしょうが、大学に在学している間、 「学生」個人のできることは限りなく小さいでしょう。　
しかし、無力感を乗り
越え、小さな一歩を私た
ちが踏み出したとき、社会の大きな流れの一つを形成しているのかもしれません。　
この本は、スタン
フォード大学のティナ・シーリグさんが執筆したものです。私自身が二〇代のときに読んでいれば、何かしら生き方が変わったかもしれないと思った本です。　「いま、手元に５ドルあります。２時間ででるだけ増やせと言われたら、みなさんはどうしますか？」　筑波大生は、この設問
をどのように解くでしょうか。私たちの日ごろの考え方が思い込みや既成の価値観にとらわれていることに、ハッと気付かされる本です。私が
18歳
のとき、筑波大学で憲法や行政法を研究している今の自分を想像すらしていませんでした。
（阪急
コミュニケーションズ）      （人社系・准教授）
高遠裕子 訳
　
筑波大学吹奏楽団第
71回定期演奏会が６月
14日 （土）
にノバホール（つくば市吾妻）で行われる。曲目は１部「トリトン
　
他」 、２部「ミュージカル『レ・ミゼ
ラブル』より
　
他」の２部構成。
　
15時開場、
15時
30分開演。
　
チケットは一般＝前売り券４００円、当日券６００
円。高校生以下は無料。　
チケット予約・問い合わせ＝０８０―９３９３―
３６７５（担当・河田） 、
u
tsb
_
in
q
u
iry
@
h
o
tm
ail.
co
m
　
詳細＝
h
ttp
://so
u
n
d
.jp
/u
tsb
（筑波大学吹奏楽
団公式ホームページ）
吹奏楽団第
71回定期演奏会
講演会
哉・著） 」 書籍カバーから、ロックアー ティスト「アジアン・カンフー・ジェネレーション」のＣＤジャケット、教科
　
ギターと歌声で魅了弾き語り
書の表紙などを手掛ける日本屈指のプロイラストレーター。茨城県で講演会を行うのは今回が初めてで、会場にはつくば市内や茨城県内に限らず宮城県や福岡県からの来場者もおり、立ち
見が出るほどの大盛況となった。
　
中村さんは、自身の経歴
やイラストレーターとしての意識の持ち方など、ユーモアを交えて講演した。 「消費者はイラストを、作品の構成や技術より、どれだけ手間と時間をかけているのかで評価する。だから自分は決められた 以上に丁寧に仕事をするように心が
けている」という中村さんの言葉に、来場者は大きくうなずい た。講演会の最後には参加者からの質問に答えたほか、プレゼントを渡すなど中村さん独自の「ファンサービス」も行い、講演は盛況のうち 終了した。　
講演後、中村さんは「講
演会には普段芸術に関わらない人も多く参加していたので、専門 とらわれない自由な質問が出て面白かった。講演を聞いた人が楽しかったと思ってくれればうれしい」と笑顔 語った。講演会に来 女子学生は「有名な中村さんから、イラストに対する考え方を直接聞くことができ、 めになった」と満足そうに話した。         （
12面に関連写真）
　
４日にはアイアイモ ル
前広場（つくば市吾妻）で弾き語りクラブ「アンプラグド」の部員によるコンサートが行われた。スピッ
ツの「君が思い出になる前に」 などが披露され、 アコー
國安教授の作品「筑波嶺の竜神」
下＝自身のイラストについて語る中村さん（右）
催事
　
つくば芸術祭実行委員会
副委員長の横内碧さん（日日３年）は「昨年
10月ごろ
から委員会を立ち上げ、準備を行ってきた。委員会のメンバーを各サークルから募ったため、仕事の振り分けや指導に苦労したが、昨年よりも来場者が増え よかった」と話し 。
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つくば市では日本で唯一、立ち乗り型２輪車セグウェイの公道走行実験が行わ
れている。また１〜２人乗りの小型電気自動車や、藻類からできたバイオ燃料で走る自動車など、さまざまな「未来の乗り物」の研究が進んでいる。将来、私たちはどのような乗り物を使っている か──。つくば市の事例 、乗り物の将来像を探 。
（鈴木拓也＝人文学類、冨田慎二＝日本語・日本文化学類、井口彩、
林健太郎、平嶋健人、森脇慎＝社会学類）
東京五輪で実用化も
トンネル内を自動で走行する維持管理車両
つくば市で使用される「超小型モビリティ」
セグウェイを体験する本紙記者
　
つくば市は国土交通省の
認可を受け１月から小型電気自動車「超小型モビリティ」の実証実験を行っている。このような取り組みは横浜市など全国
18の都市
で実施・検討されている。　
超小型モビリティはコン
パクト 小回りの利く１
〜
２人乗りだ。
１人乗りは 「原
動機付自転車」として公道
を走れるが、これまで２人乗りの電気自動車は公道を走れなかった。だが同省の認可を受け、つくば市は昨年「低炭素排出量の移 手段の実現」 目的に、実験開始を決定。今年１月にトヨタ車体製（定員１名）と日産自動車製（ 員２名）の電気 それぞれ５台導入した。２人乗りの電気自動車は現在、つくば市役所の危機管理課らが実際に防犯パトロールなどに使用している。　
同省の認可があっても、
２人乗りの電気自動車の運転には普通免許が必要だが、講習を受ければ、市のイベントや試 会で実際に運転することも可能だ。　
記者が実際に２人乗り電
気自動車に試乗してみると、車内はそれほど窮屈に感じることはなく、快適走行できた。ギアチェンジなどがボタン式になっているほかは、一般車両との仕方に違いは無く、むしろ小回りが利くため運転がしやすい。小型なため狭いスペースでも駐車できる。
バックミラーやシートベルト、エアバッグなどの安全対策も十分で、安心して走行できた。　
つくば市のスマートシ
ティ推進課によると、超小型モビリティは、一般的なガソリン車と比べ約６分の１のエネルギーで走行可能。その普及で、２０３０
年を目標に地球に優しい交通スタイルの「環境モデル都市」を目指す計画だ。同課の小松愛実主事は 老若男女問わず安全に使用でき、環境にも優しい移動手段として超小型モビリティを提唱していきたい と話した。
　
モビリティロボット。聞
き慣れない言葉だが、人の移動を助ける「搭乗型」のロボットだ。電動立ち乗り２輪車「セグウェイ」が代表例で、２０１１年に内閣府がその「実験特区」に指定したつくば市では、日本で初めて「モビリティロボット」に公道で乗ることができるようになった。モビリティロボットは時速
10
㌔以下で走るのが特徴。低速なので危険性が少なく、電動で小回りも利くとい
特性がある。　
現在つくば市では、セグ
ウェイ（セグウェイ社）のほか、セグウェイより小型で軽量の２輪車、 「 ィングレット」 （トヨタ自動車） 、
「マイクロモビリティ」 （産業技術総合研究所）など７種類の公道実験が行われている。実験は、ロボットを将来、公道で使うことを想定したもので、 使用に
支障がないかチェックするのが主な目的。現在、つくば市や産業技術総合研究所などがセグウェイを使い、つくばエクスプレスの研究学園駅から 庁舎まで通う「通勤実験」も行っている。　
11年の特区認定以来、
徐々に規制緩和を進めてお
り、ロボットは昨年２月、横断歩道を渡れるようになった。　
■セグウェイ体験記
　
つくば市に最も多くある
モビリティロボットがセグウェイだ。市内の研究機関
などを合わせると
37台あり、筑波大
学も２台保有している。今回は筑波大の持つセグウェイに乗ってみた。　
セグウェイは体
の重心を傾けることで移動する。体を前に傾けると前進、後ろにすると後退やブレー キの役割を果たす。しっかりと前 向いて運転することがコツだ。
　
乗ってみて最初に難しく
感じたのが止まることだ。少しの体重移動にも反応してしまうため、まっすぐ姿
日本で唯一の公道実験
「通勤で使えるか」調査
　
つくば市に日本自動車
研究所（ＪＡＲＩ）の研究施設があるのを知っているだろうか。自動車産業の発展に向け技術開発を行う組織で、その中で注目されるのが人間 ハンドル 握らなくても、車がセンサーやカメラで状況を把握する「自動運転車」 。ＪＡＲＩでこの技術の開発 担当 高度道路交通システム（ＴＳ）研究部の谷川浩部長に自動運転車の可能性や、車社会の将来像について聞いた。　
■自動運転技術
　
自動運転技術で一番難
しいのは、機械にとっさの判断を正しくさせることだという。谷川部長は「人間ならば、不意に道路に飛び出してくる歩行
者などにすぐに反応できるが、機械ではなかなかできない。カメラやセンサーで障害物を認識できても、その情報をもとに自動車を制御することが難しい」と話す。　
自動運転を実現させる
ためには▽カメラやセンサーが、いかに障害物を確認するかの認識機能▽目の前に出現した障害物が危険かどうか見極める判断機能▽ハンドルを操作する制御技術……など様々な機能や技術が必要だ。それだけに谷川部長は「自動運転車の作製には総合的な技術力が求められ、さまざまな研究者の協力が必要 」とその難しさを語る。　
■実用化へ
　
自動運転は一部で実用
化されている。その一例が、近畿・中部地方 結ぶ中日本高速道路のトンネル内の照明を清掃する「維持管理車両」だ。ト
ンネル内の照明は定期的な放水で清掃することが必要。これまでは人が運転する車両が作業していたが、昨年導入された維持管理車両は、運転手がいるものの トンネル内では自動運転で走行し、放水・清掃を行う。ここではＪＡＲＩが開発した
自動運転技術が採用されている。　
また、高速道路を自動
で走るトラックの開発も進む。将来的には数台のトラックが数㍍間隔で「隊列」を組んで進むことを想定しており、燃費向上や、渋滞の緩和が期待されるという。また東京オリンピックが開催される２０２０年 メドに、高速路線バスの自動
運転化も検討されている。高速道路の専用レーンをバスが自動で走るもので、オリンピック選手などの移動手段として活用が考えられている。　
■開発
　
谷川部長によると、自
動運転車の開発で考えなければならないことは、どのよう 目的を持つ車を開発するか、ということだという。例えば、 「飲酒しても、家まで送り届けてくれる自動車」 と 「荷物を無人で届けてくれトラック」では、需要や開発コスト、技術などが大幅に異なってくる。　
谷川部長は、技術開発
には▽何のために▽どこで▽誰が▽コス はいくらか……などのバランを考える必要 あると指摘。 「自動で家まで送迎してくれる 車が欲しいとよく言われ が、それに数千万円払う人は少ない。需要を考慮した上で乗り物は開発しなけばなら 」と話している。
地球に優し 交通手段
勢を保たないといけない。その場で３６０度回ることができるが、バランスをうまく取らないと左右どちら
超小型
モ ティモビリティ
ロボット
かにゆっくり回転してしまう。　
ただ▽ゆっくりと発進す
る▽徐々にスピードを上げ
る▽曲がる時に減速する……などの移動操作は簡単で、すぐ慣れることができた。時速約
10㌔の最高速度
は自転車より少し遅いくらいだが、乗っていると速く感じる。　
最も驚いたのが安定感
だった。数㌢の段差を超えても全くぶれない。２つのタイヤしかないのに、その場に立ち続けることができる安定感が不思議だった。　
筑波大では高校生のキャ
ンパスツアーの時や、昼休みに石の広場でセグウェイの試乗会を開催している。セグウェイの操作指導をし
てくれた広報室の鈴木保シニアスタッフは「筑波大は非常に多 の学生がいるのに、まだ３００人程度しかセグウェイに乗っていない。皆が乗れるような場を提供していきたい」と話した。　
セグウェイは米の発明
家を中心に開発された。２００１年の発表後、 「人類の移動の形を変える画期的製品」と称賛され、米大統領（当時）が購入するなど世界中で話題 なった。パリでは観光客向けのセグウェイツアーが人気を呼んでいる。
つくばから発進  未来の乗り物
セグウェイ、自動運転車、藻類燃料車……
デザイン＝姉崎信（心理学類２年）
産業技術総合研究所のマイクロモビリティ
自動
運転車
いデザインの自動車がこれからどんどん出てくる」と予想。特殊な塗料を使い、晴れの日と曇った日で別の色になる車や、電動の２輪
リング治療が行われているが、その原因がホルモンバランスの乱れであれば、ホルモ の働きを調節する治療が期待できる。　
小川教授は「人は新生
児期、思春期、成熟期、老年期とさまざまな段階でホルモンによる影響を受けている。マウスの実験を通してホルモンの働きを解析し、それによって起こる人の行動や感情の変化について調査していきたい」と今後 目標を語った。
（油布知夏＝
人文学類２年）
が引き起こされている可能性が明らかになった。　
ホルモンの影響で、動
物の行動 変わる とを考えれば、他人とうまく話せなかったり、初対面の人に極度 不安を感じてしまう原因も、ホルモンの働きによって説明できる可能性がある。小川教授はこ よう 人間関係の構築や維持にもホルモンのバランスが影響しているのでは、とも考えている。　
ホルモン研究は、応用
可能性も高 例えば現在、虐待や じめ、育児放棄の改善にはカウンセ
教授はマウスを使って、生物が異常な行動を見せる時ホルモンがどのように機能しているのか研究を始めた。　
小川教授は普段はおと
なしいメスのマウスが、妊娠・出産すると激しい攻撃行動を見せることに注目。マウスのホルモン分泌量を測定しながら行動を観察した結果、プロゲステロンと呼ばれるホルモンによって
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カウンセリングへの応用に期待
　
ヤマドリは、日本固有の
鳥でキジの仲間。雄は長い尾が特徴。その肉の味は大変美味なことで知られている。深い山に住み、姿を拝むことがめったにできない
走行実験は成功
ホルモンバランスとマウスの行動との
ので、猟師にとってもあこがれの獲物だ。　
２月の末、筑波山にて、
野生動物研究会の会員が雄
図鑑筑
波
◇ヤマドリ◇
のヤマドリの遺骸を発見した。貴重なものなので、役所の許可を得てはく製にすることとなった。写真はそ
のヤマドリのはく製。（文・今田創＝比文２年、野生動物研究会、写真・神宮翔真＝生資４年、同）
　
怒ったり、不安になっ
たり、私たちは人との関わりの中でさまざまな感情を抱き、行動しているが、これまでの研究で特定のホルモン 働きを調節することで、不安感が軽減するなど、感情 変化が起こるかもしれないことが分かりつつある。そんなホルモンと行動の関連性についてマウスを使って研究を続けるのが、小川園子教授（人間系）だ。　
ホルモンは生物の体内
のさまざまな部位で分泌され、体の維持に重要な役割を果たしている 例えば、成長ホルモンは脳下垂体前葉から分泌され、骨の生育や筋肉の成長に働く。だがこ までのホルモン研究ではこれら生物の身体的な変化だけが注目されており、ホルモンによる行動や感情の変化には いなかった。そこで、小川
ホルモンで変わる行動や感情
ホルモンバランス
　
筑波大では、藻類をもと
に作り出したバイオ燃料を用いた自動車の実験を行っている。３月には、茨城県とつくば市、筑波大が共同で進める「つくば国際総合戦略特区」のプロジェクトの一環として、公道実験も開始した。　
国内初の試みで、筑波大
の研究施設で作り出したこのバイオ燃料を市販の軽油に５％混ぜ、ディーゼル車の燃料として使用。藻類は光合成で成長するため、同燃料は二酸化炭素削減効果が期待される。だが、問題
は、現行の法律では藻類をもとに作り出すこのような燃料の恒常的な使用は想定されておらず、使えないことだ。つくば市科学技術振興課の中山秀之さんは「現在、実用化にむけて関係省庁と協議を進めている。国は藻類から燃料ができることを想定していなかったようだ」と話す。　
藻類をもとに作り出した
燃料では２００８年、渡辺信教授 （生環系） の研究チームが従来より
10倍以上も炭
化水素の生産能力が高いタイプの藻類を発見。炭化水素は重油に相当し、同教授の研究は、石油に代わる次世代エネルギーとして注目されていた。　
３月には同プロジェクト
の一環で 「藻類バイオマス ・エネルギー」を作り出す大規模施設がつくば市内に完成した。 の広さは約２８００平方㍍と 大で、ろ過装置などを用いて藻を大量に培養することが可能だ。これにより、筑波大で従来作り出していた量の
30
～
50倍の炭化水素が生成可
能になる見通しだ。　
現在、藻類燃料の生産コ
ストは１㍑当たり千円以上。今回の施設稼働で、筑波大は藻類の大量生産方法を確立し、燃料 低コスト化を目指す　「藻類バイオマス・エネルギー」 の実用化について、中心となって研究を進める渡辺教授は研究の進展について、 「筑波大とつくば市
さらに企業との連携が不可欠だ。将来的な事業化を目標としており、低コストでの藻類からのオイル抽出方法の開発を進めている」話している。　
３月に行われた公道での
　
これからの乗り物のデザ
インはどうなるのか、 また、どうあるべきなのか――。韓国や日本の企業 どで約
10年、自動車のデザインに
携わってきた李
イスンヒ
昇姫准教授
（芸術系）に聞いた。　
■使いやすいデザイン
　
同准教授は「乗る人の使
いやすさを考えた自動車をデザインすべきだ」と主張
する。例えば、同准教授は運転席を真ん中にするデザインを提案する。現在、ほとんどの自動車は運転席が右か左に偏って位置しているが、 このデザインでは 「使用者に不便が多い」 （李准教授）という。 「高齢者の場合は、運転中に自分自身が車線の真ん中にくるように、極端に道路の外側を走行する傾向があり、事故を起こしやすい。初めから運転席が真ん中にあれば転しやすく安全なはず」と説明する。　
李准教授によると、同准
教授が初めて自動車をデザインした１９８７年から現在まで、横長の車体に４つの車輪があり、運転席が左右に偏って位置するといっ
た基本的なデザインに大きな変化はない。その原因として「ここ最近までデザイナーのほとんどが、固定観念に縛られていたのが大きな原因」だという。　
同准教授は「これまでは
見た目の格好良さにこだわり、車内空間が狭く、使いやすさをあまり考慮していないデザインが多かった。しかし、高齢者や女性ドライバーが増えているため、今後は座り心地が良いシートを搭載 た小さいカプセル型の車など、快適さ重視のデザインがより求められる」と話した。　
■新デザイン
　
また李准教授は「素材や
部品を製造する技術が向上している。そのため、新し
　
筑波大にはカーデザイン
のコンテストで入賞したり、新たな乗り物を考案し続ける学生がいる。清谷勇亮さん（芸専４年）と紅くればやし
林駿介さん（同４年）
に聞 とともに２人のデザインを紹介する。　【清谷勇亮さん】　清谷さんは昨年、日本全
国の大学・専門学校生が参
加するカーデザインのコンテスト「学生デザインチャレンジ」 で２位を獲得した。受賞作は動物のサイ イメージした重量感のある電気自動車＝写真右＝。 「従来の電気自動車は丸みを帯びたデザインが多かったが、ほかと似ているもの 作りたくなかったので、どっしりとしたイメージを目指した。受賞作は、サイという重みのある動物をモチーフにしながらも、大きな曲線を外観に加えることでスピード感も演出した」と清谷さんは話す。　【紅林駿介さん】
　
紅林さんは２つの前輪と
１つの後輪を持つ、２台のバイクを連結させたような形の新しい乗り物「ＤＵＡＬ
　
ＢＡＮＫＥＲ」＝写真
左＝を考案した。２人乗りのバイクだが操縦は１人で行うため「バイクを運転したこと ない人も、車体にまたがるだけでバイクを運転する感覚を味わうことできる」だとい 。今はまだ構想にとどま が「新しい乗り物をデザインすることで、乗る人 新しい体験を提供していきたい と紅林さんは語る。
ハンドルを「真ん中」に
車「セグウェイ」のような立ち乗り型の車などを例にあげる。 「今はさまざまな分野からデザイナーの人材が集まるようになってき
た。今までにない全く違った発想のデザインが生まれるかもしれない すね」 。
動物のサイをイメージに
李昇姫准教授
走行実験では、筑波大本部から市内を約５㌔問題なく走行した。関係者によると、今後実証 を進めるが、東京五輪が開催される２０２０年には 用化したいという。
未来車のデザイン
バイオ燃料
の自動車
学生の発想は
アイデアさまざま
バイオ燃料を用いた自動車
関係を解析する小川教授
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流通経済大を破り３連覇
稗田が逆転トライ
ラ
グ
ビ
ー
第
15回東日本大学セブンズ選手権大会
　
第
15回東日本大学セブン
ズ選手権大会が４月
13日、
秩父宮ラグビー場（東京都港区）で行われ、筑波大学
が３連覇を果たした。同大会は７人制で行われ、東日本の
22大学が参加する。筑
波大は決勝で流通経済大学と対戦し、試合終了直前に逆転のトライを決めて勝
利。４月６日に行われた、大学・社会人の強豪チームが参加する７人制ラグビー大会「ＹＣ＆ＡＣ
　
ＪＡＰ
ＡＮ
　
ＳＥＶＥＮＳ」の準
決勝で同大に負けた雪辱を
晴らした。　
決勝では、前半３分に山
本浩輝（体専４年）がトライし先制する。だが、６分と前半終了間際のハーフタイムにトライを許し、７―
12で前半を折り返した。
　
後半開始早々の１分、水
上彰太（同４年）がトライを決めて逆転。しかし、流通経済大の猛攻を受け、再度逆転のトライを決められる。それでも筑波大は試合終了間際の９分、相手のキックしたボールを竹中祥（同４年）が奪い、主将の山下一（同４年） 、亀山宏大（同３年）にボールをつなぐ。最後は稗田優志（同３年）がトライを決め、
21
―
17で接戦を制した。
　
試合後、山下は「１年生
の時から出場してきたこの大会で３連覇できてうれしい」と語った。
（冨田慎二）
　【日本武道館（東京都千代田区）で井口彩＝社会学類２年、森脇慎＝同２年】体重無差別で柔道男子の日本一を決める全日本柔道選手権大会が４月
29日に行わ
れ、永瀬貴規（体専３年）が３位に入賞した。また黒岩貴信（同３年）は１回戦敗退に終わった。　
４月の体重別選手権で優勝し、８月の世界選手権（ロシア・チェラビンスク）81㌔級代表に内定している永瀬は初戦となった２回戦で１００㌔級、３回戦で
90
㌔級、 準々決勝では１００㌔超級の選手に勝利。準決勝で優勝した王
おうじたに
子谷剛志 （東
海大）に敗れたものの、重量級の選手を次々 破る快進撃を見せ 。
ディフェンスを振り切る筑波大選手
３年前の王者高橋に果敢に挑む永瀬（右）
打撃陣の調子上がらず
最下位と低迷
首都大学野球春季リーグ戦
　
全日本選抜柔道体重別選
手権大会が４月５―６日に福岡国際センター（福岡市博多区）で行われ、男子
81
㌔級で永瀬貴規 （体専３年）が初優勝し、８月の世界選手権（ロシア・チェラビスク）の代表に選ばれた。また、
73㌔級で秋本啓之 （了
徳寺学園職・平成
23年度体
育修了） 、１００㌔級で小野卓志（同・平成
23年度同
修了）が３位に入賞した。　
永瀬は初戦、 海老泰博 （旭
化成）に逆転勝ちし、準決勝で丸山剛毅（天理大 に勝利。決勝では、長島啓
太（日本中央競馬会）の左小外掛けを透かし、技ありを奪って優勢勝ちした。永瀬は「一昨年、昨年と初戦で敗退していたので、今年こそは勝ちたいと思って稽古に取り組んできた。試合内容はいいものとは言えなかったが、優勝できてよかった」と話した。　
秋本は準決勝でロンドン
五輪
73㌔級銀メダルの中矢
力（ＡＬＳＯＫ）に敗北。昨年の体重別選手権１００㌔級優勝者の小野も準決勝で羽賀龍之介（旭化成）に敗れた。
       （新田萌夏）
　「体が思うように動かなかった。何かがいつもとは違った」 。初戦敗退した黒岩貴信 （体専３年）に話を聞くと、そう答えた。毎年４月
29日
に開催され、体重無差別の全日本選手権は「出場することも難しい」といわれる、柔道日本一を決める大会だ。多く 選手は優勝どころか、出場が目標になってしまう。そして体重無差別のため、パワーで勝る重量選手が優位に立つことが多い。
　
しかしそんな厳しい舞
台でも永瀬貴規 （同３年）は躍動した。出場選手の中で１８１㌢、
81㌔の永
瀬よりも軽い選手はわずかに３人。その３人と対戦することもなく、自分より重い選手を相手に３連勝し、３位に輝いた。快挙達成の要因は、試合運びの巧みさにある。　
永瀬の持ち味は自分
の間合いをしっかり保ち、簡単には相手の得意な形にさせない強固な守
備だ。永瀬について黒岩は 「地に足がついていて、安心感がある」とその強さを表現する　
堅い守りの一方で、永
瀬の攻撃面の最大の武器が一瞬で勝負をつけ 速さだ。ノーモーションで繰り出される足技は、予測が難しく、気が付いたら相手 倒れていることもある。また勝負勘の良さも併せ持つ。 「いつ仕掛けるか、相手がどうやって攻めてくるかを
常に考えて組み合っている。 非常に頭のいい選手」と語るのは講道館職員の宮本健司さん。今大会でも自分の形を崩さず、相手のスキを逃さない、試合巧者ぶりが際立った
　
準決勝で敗れ
はしたが、８月の世界選手権（ロシア・チェラビンスク）に向け
て弾みのつく結果だ。今大会でも見せた得意の足技でチェラビンスクに日の丸を掲げることができるか。筑波大学、そして日本柔道の代表として、永瀬の世界一に向けての挑戦は続く。
  （森脇慎）
試合運びの巧さ際立つ
世界選手権へ弾み
記者の目
全日本体重別選手権
　
首都大学野球春季リーグ
戦が、４月
12日から大田ス
タジアム（東京都大田区）などで行われている。筑波大学は打撃陣の調子が上がらず、５月
15日現在、２勝
８敗で８チーム中最下位と低迷している。　
打撃陣が不振にあえぐな
か「打線を組み替えながら得点を奪いたい」 （川村卓監督＝体育系・准教授）と臨んだ５月４日の桜美林大学戦。だが、この試合も投打が噛み合わず、３―４で敗れた。　「状態が上がってきている」 （川村監督）という投手陣は、左腕の西島隆成
（体専３年）が先発。西島
は２回に２つの四球と犠飛などで１点を失うが、最速１３９キロの速球にバランス良く変化球を交えて４回まで桜美林大を無安打に抑える。　
しかし２点リードの５回
に先頭打者に左翼線二塁打を許すと、無死一、 三塁からスクイズで失点 その後、２番手投手・石黒敦也（同
２年）が７回に同点に追いつかれると、９回には４番手投手・大西翼（同３年）が二死無走者から三塁打を打たれ、最後はパスボールでサヨナラ負けを喫した。　
打線は初回、３番に入っ
た水野将吾（同３年）の左中間三塁打と、 「打線のキーマン」 （川村監督）である４番・平井孝治（同４年）の右越え本塁打などで３点を先制。しかし、２回以降は無安打に抑 られ、四死球で得たチャンスも犠 失敗や牽制死で潰すなど、つながりを欠い 。川村監督は「 （２、 ３年生が多い）若いチームだが その若さが悪い方に影響している」と話した。　
春季リーグ戦は５月
26日
まで行われる予定。                （鈴木拓也）
先制の左中間三塁打を放つ水野
　「初戦の相手のことしか考えていなかった」 。そんな言葉とは裏腹に永瀬は自身より大柄な選手に３連勝。準決勝まで駆け上がり、武道館に詰めかけた観客をわ せた。　２回戦の相手は熊代佑
輔（ＡＬＳＯＫ） 。４月の体重別選手権の１００㌔級で優勝している２階級上の実力者だが、 「自分の間合い 足技を使って攻める」ことを考え、試合に臨んだ。
考え通りに、序盤か
ら間合いを詰 てくる相手の攻撃をかわし、不利に見える体勢から「気がついたら出ていた」という足で小外刈り。一本勝ちを収めた。　
３回戦を指導２つによ
る優勢勝ちで突破し、迎えた準々決勝は３年前の全日本 権王者、高橋和彦（新日鐵住金） 。
40
㌔以上 体重差がある相
手に「前半持ちこたえれば、後半は勝負に出られる。自分の方が若く、体力がある」と落ち着いていた。力で押してくる高橋に自分の間合いを保ち、試合開始からおよそ３分。疲れが見え始めた高橋が強引 技をかけようとしたところを浮き落としで返 、優勢勝ち。「返しは得意」 。そう言い切る永瀬だからこそでき
た番狂わせだった。　
だが準決勝では、王子
谷に開始から１分足らずで一本負け。不意を突かれた形で背負い投げで有効を取られ、その後抑え込まれた。それでも次々と強敵を倒した今大会を「粘り強く、相手の嫌がる柔道ができた」と振り返り、世界選手権への収穫とした。    　（
12面に関連写真）
重量級の選手に３連勝
初戦での熊代と永瀬（右）の対戦
永瀬が
81㌔級で優勝
秋本・小野は３位入賞
全日本柔道選手権大会
永瀬が３位入賞の快進撃
デザイン＝姉崎信（心理学類２年）
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得点力の高さを武器に
の
中盤で東海大から巻き返し
U − 19 ハンドボール日本代表
（体専１年）
日本が初優勝
第７回世界ラートチームカップ
　
関東学生ハンドボール連
盟春季リーグ戦が４月
12日
から５月
25日にかけて、国
士舘大学多摩キャンパス体育館（東京都多摩市）などで行われている。筑波大学
は５月
15日現在、女子が好
調を維持し６勝１敗で８チーム中２位、男子は６勝２敗で
10チーム中３位に
　
高校２年の時に全国大
会で優勝し、得点王に輝いた。３年になるとＵ―
19の日本代表に選出さ
れ、第５回男子ユース世界選手権などの国際大会で活躍。得点へのこだわりと、左腕から繰り出される精度の高いシュートが持ち味の期待の新人だ。　
ハンドボールと出会っ
たのは、 小学２年生 時実業団の選手だった母親が作っ 少年チームに入団した。当初から才能を発揮したが、同時に野球の少年 チームにも所属していた。 「あくまで野球が第一で、ハンドボールはおまけみたいなものだった」と振り返る。　
しかし、攻守の切り替
えが早くスピード感のあ
るハンドボールに魅力を感じるようになり、中学校ではハンドボール部入部した。それからはハンドボール一筋。強豪校である山口県の岩国工業高校へ進学後は、１年からエースとして活躍。２年で出場したインターハイでは優勝し、得点王の称号も得た。　
純粋に「楽しい」とい
う気持ちで続けてきたハ
ンドボールだったが、２年の
10月に試練が訪れ
た。新体制のチームが発足しキャプテンに就任した矢先、左ひざの半月板を故障。手術を行い、やむなく戦力から外れた。実践練習ができない間は、筋トレや仲間のプレーの分析に励んだ。外から仲 のプレーを見て初めて気付くこともあり、決して無駄な期間で
はなかったが、 「練習ができないのはやはりつらかった」 。　
手術４カ月後にようや
く復帰したが、チームの調子は上がらなかった。復帰後すぐに出場した３
月末の全国大会では３回戦で敗退。７ に行われた全国大会も、２回戦敗退に終わる。 「キャプテンの自分が点をとり、声を出してチームメイトの模範 ならなければならなかったが、けがを（自分に対する）言い訳にしてそれができなかった」　
チームがまと
まらない、大事な試合で勝てない――。そんな苦しい状況でも、ハンドボールが嫌に ることはなかった。ハンドボールが楽しい、強くなって優勝したいという思いの方が強かったのだ。顧問の先生や母にもアドバイス
をもらいながら、懸命に練習を重ねた。　
そして迎えた高校最後
の全国大会。優勝を目標に臨んだが、準決勝で敗退し悔しさを味わった。しかし、勝利への思いを一つに臨んだ３位決定戦で見事勝利。全国３位という成績で高校生活を締めくくった。 「最後は絶対勝つ、という強い思いが勝利につながった」と話す。　
今春、筑波大学に進学
した。入学後は１年生ながら春季リーグ戦に出場。 「チームに勢いを与えてくれる」 「得点源なっている」と、チ ムメイトからの評価も高い。自身は「チームが苦しいときに仲間を助けられるような選手になりたい」と語り、
11月のイン
カレ優勝を目標に掲げる。数々のシュートを繰り出すその左腕が、これからの筑波大ハンドをどう支えていくのか目が離せない。
（添島香苗＝生
物学類２年）
直転の演技を披露する松浦
体
操
　
ラートの団体戦世界一の
国を決める第７回世界ラー
トチームカップが４月
25─
27日にドイツのベルリンで
行われ、日本が初優勝を果たした。団体戦でドイツ以
外の国が優勝するのは初めての快挙。筑波大学からは松浦佑希（体専４年） 、堀口文（体育２年） 、高橋靖
徳田新之介
彦（平成
24年度体育修了）
が日本代表として出場し、好演技で世界一に貢献した。　
日本は試合の序盤、思う
ように点数が伸びず、第３ラウンドが終わった時点では最下位。だが、第４ラウンドで堀口が会心の演高得点を記録し一気に２位に浮上した。どの国 も優勝のチャ スがある僅差で迎えた最終の第６ラウンドでは高橋が完ぺきな直転演技を見せ、 優勝を決めた。　
松浦は「世界大会への参
加は今回 ２回目。個人的には多くの課題が残ったため、今回先輩方や海外の選手から学んだことを生かして次の大会に向け頑張りたい」と語った。
（油布知夏）
　
第
88回関東大学サッカー
リーグ戦が４月５日に開幕し、味の素フィールド西が丘（東京都北区）などで行われている。筑波大学は月
15日現在、第８節を終え
て６敗２引き分け、勝ち点２で最下位になっている。　
７試合で５点と得点力不
足に苦しんでいる筑波大は５月
10日、それまで７試合
で５失点と堅守を誇る明治大学と対戦。 １─３ れ、
勝ち点２で最下位
第 88 回関東大学サッカーリーグ戦
得点力不足に苦しむ
堀口・高橋が好演技を披露
諸貫が３位
昨年から順位落とす
第
90回日本選手権水泳競技大会
　
第
90回日本選手権水泳競
技大会が４月
10―
13日に東
京辰巳国際水泳場（東京都江東区）で行われ、女子
50
㍍背泳ぎで諸貫瑛美（体専４年）が３位に輝いた。　
スタートに失敗し、序盤
からトップに差をつけられた諸貫は、
25㍍地点から力
強い泳ぎを見せた。
28秒
57
の自己ベストでフィニッシュするも、 「自分の最高の泳ぎができるように準備してきたが、 （２位だった）
リーグ戦初勝利は挙げられなかった。　
試合開始直後の前半３
分、明治大にオウンゴール
で先制を許す。同
28分には
明治大の右サイドバックにドリブルで突破される。ＧＫの有賀陽平（体専２年）
もかわされ、ゴール前へのパスを中で待っていた選手にゴールへ流し込まれた。攻撃面で センターライン付近でボール 取られる場面が目立ち、前半は無得点に終わった。　
後半序盤は筑波大が流れ
をつかむ。後半４分 コーナーキックの際の競り合いで、明治大がペナルティエリア内で反則をし、ＰＫを獲得。 キッカーの片岡爽 （同４年）のシュートはＧＫに止められたものの、跳ね返ったボールを押し込み１点を返した。 しかし８分後、
昨年の日本選手権から順位を落としてしまった」と悔しさをにじませた。　
６月には、パンパシ
フィック水泳選手権 （８月、オーストラリア）の代表選考会を兼ねたジャパンオープン２０１４（
50㍍）に出
場する予定。
27秒
90の派遣
標準記録を切ることが代表入りの条件になっているが、諸貫は「一度も経験のない全国大会優勝と、代表入りを目指す」と意気込んだ。
             （姉崎信）
女子
50背
ゴール左側からシュートを放つ車屋
筑波大はコーナーキックのこぼれ球を奪われると、右サイドから攻め込まれ得点を許した。その後は車屋紳太郎（同４年）がゴール左側からシュートを放った以外には目立ったチャンス作れず敗戦。この試合でも長いトンネルからは抜け出せなかった。　
試合後、車屋は「個の力
がないことがこの不振の原因（だと思う） 。今はどんな形でもい ので、勝ちこだわりたい」と話した。
 
                  （森脇慎）
◆女子サッカー
　
第
20回関
東女子サッカーリーグ（４月
12日から、鹿島ハイツ
他）筑波大２―１関東学園大▽筑波大４―０日テレ・メニーナ▽筑波大０―１浦和レッドダイヤモンズレディースユース▽筑波大１―４早稲田大◆オリエンテーリング
　
第
40回全日本
オリエンテーリング大会（４月
27日、菅平高原） 【女
子】ジュニア選手権クラ▽宮田優花（心理３年）１時間
03分
57秒＝７位
なっている。　
女子は５月３日に日本女
子体育大学体育館（東京都世田谷区）で東海大学と対戦。試合中盤以降に流れをつかみ
24―
18で勝利した。
　
序盤は東海大のペースで
試合が進む。だが、試合中盤にセンターの岩﨑成美（体専２年）が体を張ったカットインプレ で得点を決め、筑波大に流れを引き寄せ 。その後は「相手の動き 見極め、焦らず冷静にプレーできた」 （加納明帆主将＝同４年）と好プレーを連発。左サイドの田村美沙紀（同２年）の安定したディフェンスや、ゴールキーパー関澤あすか（３年）の好セーブなどで守りきり、接戦を制した。　
今季のリーグ戦について
加納は「選手が各自の役割をしっか 把握し、チームに貢献しようと意気込んでいる。納得のいく試合 したい」 と話 た。
　（望月麗）
女子が好調、現在第２位
関東学生ハンドボール連盟春季リーグ戦
安定したプレーを見せる田村
「相手を見極め」好プレー連発
提供＝TSA
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発展途上国の暮らしを考える
５月から運用開始の見込み　
第一エリアの松美池に昨年
10月突如、現れたアヒルボート「博士号」 。その存
在はツイッターで学内外に拡散し、一躍人気者になった。その後
11月には、大学
公認の学生活動「つくばアクションプロジェクト」 （Ｔ‐ＡＣＴ）の一つとして博士号に自由に乗船できることを目指す団体が発足。大学側と話し合いを行うなど、博士号 「推進」に向け活動を行って来た。その一環として４月
23日、松美
池で博士号の 「安全検証実験」 が実施された。
　　　　
（添島香苗＝生物学類２年）
　
靴を買うお金がなく、裸
足で生活する発展途上国の人々の暮らしを考えるイベント「Ｏｎｅ
　
Ｄａｙ
　
Ｗ
ｉｔｈｏｕｔ
　
Ｓｈｏｅ
ｓ」が４月
29日につくば市
で行われた。同イベントが県内で開催されたのは初めて。筑波大学生ら
80人の参
加者は、中央公園（つくば市吾妻）から中央図書館前の石の広場まで約３ ・５㌔を裸足になっ 歩いた。　
中央公園に集合した参加
者は４班に分かれ、談笑しながら約１時間かけて石の
広場まで裸足で歩いた。　
石の広場では、参加者の
足に絵の具をつけて、イベント名が書かれた横断幕の上に足形の模様を付けるイベントを実施。参加者は泥や絵の具で足を汚しながら、靴を履くことができない発展途上国の現状に思いを馳せていた。　
同イベントは米国の靴
メーカー「ＴＯＭＳ」が実施しているイベントの一環で、毎年４月の同一日に世界約１０００ 所以上の都市で開かれている。大学構
内で同イベントが開かれるのは日本初。　
イベントに参加した増田
康介さん （教育２年） は 「裸足だと、ずっと下を向いて歩いてしまった。痛いと感じる所も多かった。途上国だとどんな路面状況なのか気になった」と話した。　
イベントを企画した筑波
大の学生団体「ＷｏｒｌｄＦｕｔ
　
ＴＳＵＫＵＢＡ」
代表の植竹渉
しょう
さん（国総
３年）は「参加者が多くうれしかった。こ イベントのように、参加しやすい形
談笑しながら裸足で歩く参加者
　
私は昨年９月にＧ
30の
プログラムで日本に来ました。 そしてこれまでに、文化の違いをいくつも実感しま その中 特に印象的な は、日本人は誰に道を聞かれても礼儀正しく対応することです。私 一人の中年 日本人女性とのやり取りを通して、このことを学びました。日本に来て２日目の出来事で が、その女性の愛ら い笑顔はいまだに忘れられません。　
日本に来て２日目。私
は新生活の準備を手伝ってくれる家族と「研究セ
ンター」に行く途中で道に迷ってしまいました。そこで、コンビニの前で野菜を仕入れて たその女性に、道を尋ねることにしました。私たちが知っているのは家族が宿泊する「研究セン
??????
哲学カフェ
　
筑波大学発の人工衛星
「結」＝写真＝からの電波が、打ち上げから２カ月後も受信できていない。筑波大学のプロジェクトチームは今後 作業を続ける予定だが、その一方で２号機の開発も検討されている。
ロセンナ・リン
ター 」の発音だけ。「右」 や 「左」「真っ直ぐ」という単語も知らなかったので、ボディランゲージだけでコミュニケーションをするしかありませんでした。　
それでもその女性は小
さな腕で「この道を真っ直ぐ行きなさい」と示てくれました。そしてやり取りをしている間ずっと笑顔で、た にお辞儀もしていました。その女
性にとって私たちは全く知らない人です。それにも関わらず礼儀正しく、親切に接してくれました。仕事中なの 辛抱強く、
10分近くかけて研究
センターの場所を教えてくれたのです。　
そのあとに、とても感
動したことがありました。私 ちがその日にまた、道に迷ってしまった時のことです。日も暮れてしまい は誰もおらず、もちろん標識もよ
く分かりませんでした。どうすればいいかも分からないまま途方に暮れていたら、なんと、コンビニで道を教えてくれたあの女性が、トラックを運転中に私たち 見つけたのです。
　
女性はも
う一度親切に、そして愛らしい笑顔で道を教えてくれました。その上、トラックでゆっくり私たちの後をついてきてくれました。この女性のような親切な人
礼儀正しい日本人
は、今までに私が住んだり訪れたりした国々にはいませんでした。それらの国では、迷っている人に道を教える必要はありません。教えることで利益が得られるわけではな
いので、助けなくてもいいという考え方です。でも、あの女性はとても親切でした。そして我々にも平等に接してもくれました。あの笑顔 お辞儀は今で はっきり覚えています。　
他の場面でも日本人は
とても礼儀正 いです。例えば、バイクが衝突事故を起こした時。私の生まれた国では まず相手をののしる言葉が飛び交います。しかし、日本人が最初に言うのは「すみません」 。こ ように日本人は礼儀正しく親切です。だから、これから日本で経験することが本当に楽しみです。そして、もっと、留学生と日本人学生の両方と一緒にいれる時間を過ごしたいです。
（生物資源学類２年・
原文は英語＝台湾出身、日本語訳・鈴木拓也＝人文学類３年、イラスト・島田文＝芸術専門学群４年）
裸足で１時間歩き切るＯｎｅ
　
Ｄａｙ
　
Ｗｉｔｈｏｕｔ
　
Ｓｈｏｅｓ
　
２号機開発を検討
電波届かず２カ月
人工衛星「結」
　
実験には、Ｔ‐ＡＣＴの
代表者・登
のぼりだいゆう
大遊さん（ＣＳ
２年）ら数人の学生が参加し、学生生活課の職員とＴ‐ＡＣＴ専任教員らが立ち会った。　
利用者が池に落ち、博士
号が利用者に覆い被さった際に、安全に脱出できるかを確認する実験では、等身大のマネキン人形を用意。松美池に浮かべた博士号の下にマネキン人形を差し込み、人形がその下の水中を通り抜けられるかどうか検証した。この際、博士号が２人乗りであることを踏まえ、２人とも水中 落ちた状態と、１人が船内に残っている状態を想定し、それぞれ３回実験を実施。各回とも、マネキン人形は博士号の下を通り抜けることができ、関係者の顔には安
あんど
堵
の表情が浮かんだ。　
昨年
12月、Ｔ‐ＡＣＴの
メンバーは博士号の 「推進」に向け、筑波大学側と話し
合いを実施。その際、博士号のメーカーが水深
60㌢以
上の水中での使用を推奨する一方で、松美池は約
50㌢
で、推奨される水深に届かないことが分かった。このため、博士号が松美池 座礁する どの危険がないかの安全性を確かめるため、今回の実験が決まった。　
登さんによると、学生や
教職員が自由に博士号に乗れることで、気分転換や運動不足解消など 効果を期待してい という。実験に立ち会った大久保智紗Ｔ‐ＡＣＴ専任教員は、 「適切なリスク管理ができるよ手助けしている。実現したら面白いと思う」 と話した。　
登さんは「現在はボート
（博士号）の管理方法を考えている。大学側 の協議が整い次第、５月にでも運用を開始したい」と話している。アヒルボート「博士号」を持ち込んだ当事者はまだ判明していな 。
松美池で行われた安全確認実験の様子
　「結」は、筑波大システム情報系が立ち上げた学生中心のプロジェクトによって企画・製作され、２月
28
日に種子島宇宙センター（鹿児島県）から打ち上げられた。しかし、衛星内部の温度などを伝える電波が地上に届かない状況が続いている。　
プロジェクトチームのメ
ンバーは、 「結」の電波受
信を毎日試みており、故障の原因の特定に努めている。プロジェクトのホームページやツイッターではその現状報告を欠かさない。　
一方、 「結」が地球を周
回する期間は３～６カ月間で、その後、大気圏に突入し燃え尽き ことが想定されている。 ため、プロジェクトチームでは２号機を製作する案が持ち上がっている。２号機の具体的な構想は未定だが、１号機とは異なる新たな機能が取り入れられることが期待される。　
プロジェクトチームの責
任者を務める亀田敏弘准教授（シス情系）は「メン
バーが本当に納得できるまで受信作業や原因の解明にあたってほしい。２号機の
開発はその後じっくりと取り組んでいきたい」と話した。
　　　　　
  （井口彩）
　
筑波大学公開講座「哲学
カフェ」が４月
27日、筑波
大学東京キャンパスの文京校舎で行われた。哲学カフェは人文社会科学研究科哲学・思想専攻の教員 毎月開催しているもので、参加者と「日頃気にはしているが深くは語り合えない話題」を討論する。今回、会場には学生や社会人など約
20人の参加者が訪れた。
　
講座は、参加者が始めの
自己紹介で発表する「最近考えていること」 をもとに、話し合いを進める。 今回は、会社の先輩に深夜にメールを送ったところ 「非常識だ」と怒られた、と う参加者の発言から、自分の価値観と世間の価値観が異なる場合、どちらに従うべきか議
論した。　
さまざまな意見が飛び交
う中、 「集団の中で恩恵を受けて生きている であれば、義務として 価値観に従うべき」との意見に参加者は賛成派 反対派に分かれ、自分の知識や経験を元に考えをぶつけ合った。白熱した語り合いは約３時間以上続き 最後には一人一人が今回の講座を通して考え ことを述べた。　
参加した男性は「初めて
参加したが、皆がどんどん発言し、議論が盛り上 って面白かった。またぜひ参加したい」と語った。　　　　　　
  （油布知夏）
白熱した議論楽しむ
「最近考えること」
議題に
アヒルボート「博士号」
松美池で「安全確認」
で、地域活性化や国際協力に貢献するイベントを企画していきたい」と語った。　
イベントに参加したＴＯ
ＭＳ日本代理店のシンフォニー株式会社の矢澤哲代表
取締役は「長い距離を裸足で歩いた経験は記憶に残るはず。発展途上国の現状に興味を持つきっかけになれば良い」と話した。
（平嶋
健人、
12面に関連写真）
デザイン＝姉崎信（心理学類２年）
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　「なんで予防注射しなきゃいけないのかな？」
「体を守るためー！」 。５月
10─
11日に行われた
「つくばフェスティバル」の一角で、学生の質問に答える子どもたちの明るい声が響いた。　
サークル「つくばぬい
ぐるみ病院」は、地域の保育園や児童館を訪れ、子どもたちに医療に関する教育や、健康的な生
活方法を指導する。サークル名の由来は、 「ぬいぐるみを患者に見立てた学習法（問診ロールプレイ） 」 。ぬいぐるみを使って子どもたちと「お医者さん
　
筑波大学周辺の街灯がない道で、女子学生への路上わいせつ事件（暴行を含む
性的嫌がらせ）が増えている問題で、２０１２年夏に被害にあった筑波大学の元女子学生が本紙の取材に応じ、被害時の状況を語った。元女子学生の女性に幸いけがはなかったが、被害後、犯人に容姿が似た男性に恐怖心を覚えるようになったという。女性は「人通りのある道には街灯をつけてほしい」と求めている。
             
　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
    （街灯問題取材班）
　
筑波大学生の自転車の乗り方やマナーに関して、つくば市民から大学に苦情が
多数寄せられている。 「並列走行が危ない」 「イヤホンをつけ走行している」などで、筑波大学生生活課によると苦情数は毎年度
30件に上る。また同課によると大
学内でも新学期以降、点字ブロックをふさぐ形で駐輪したり、車いすの人のすぐ横を高速で通る危険なケースも目立つ。つくば市では４月から、自転車の安全通行を求める条例を施行しており、筑波大学生の意識向上が求められそうだ。
（鈴木拓也＝人文学類３年）
ごっこ」をし、子どもたちに 「病院は怖くないよ」と教えている。 「問診ロールプレイ」はドイツの医師が小児患者と対話するために考案したもので、世界各地の病院や大学で実施されている。　「つくばぬいぐるみ病院」は今年で設立
10年目。
参加者は医学類や看護学類の学生が多いが、特別な知識や資格は不要だ。　
週一回の
ミーティング
つくばぬいぐるみ病院
学内では
「街灯欲しかった」
では、次回の学外活動に向けた準備を行う 記者が訪問した際は「つくばフェスティバル」の出展
内容を計画していた。どうしたら子どもたちにわかりやすく医療を理解してもらえるか、メンバーは子ど たちの目線に
路上わいせつ事件
　
女性が被害にあったのは
午前０時ごろ。つくば市天久保の自宅アパートに入る直前、後ろからシャツのすそを引っ張られた。 「友人か」とふり向くと、見知らぬ男がおり、その直後、突
き飛ばされた。さらに仰向けに倒れたところを、男に馬乗りされ体を触られたが、無我夢中で足をけると男の体にあたり、男は逃げ出したという。女性は「男は面長でメガネをかけ 若かった」と話している。　
女性によると当時、自宅
から徒歩約５分のコンビニからの帰宅途中。コンビニは大通りに面し周辺は街灯も多いが、女性の自宅アパートに近づく つれ雑木林が生い茂る一方で、街灯は少なくなる。付近に住む別の筑波大学の女子学生はこの周辺の道について「日没以降は暗く、自転車でも通らないようにしている」と話して た。　
被害にあった女性は 「 （突
き飛ばされて）何が起こっているか分からず『何ですか、何ですか』とひたすら
叫んだ」と当時の恐怖を語った。また「入学当初は大学からも注意され、夜が危険だと思ってい 」と話す一方、その後、何も起きなかったため「不審者はいないと思った」 話しる。だが被害直後は、者と背格好や容姿が似る男性を見るたびに、 「犯人かもしれない」と思い悩む日々が続いたという。　
この女性は「大ごとにし
たくない」と警察に被害届は出さなかったと う。　
つくば市内では路上わい
せつ事件が、昨年、
17件あ
り、うち約半数の９件が夏に発生。このためつくば中央署では今年も夏に向けて注意を促している。ま 同署では「早めに通報すれば犯人逮捕につなが やすい」と、被害の際は警察に届けるよう求めている。
事件の状況語る
被害女性
　
学生生活課によると、最
近の市民からの苦情では、「夜間に無灯火で走行している」 「 （交差点などに）飛び出してきて危険だ」などが目立つ。また、筑波大生がつくば市内で放置した自転車についても警察から問い合わせ 続いている。一方、学内では新学期開始後から通路をふさぐ形で駐輪するケースが多く、同課では「 （自転車 入口をふさいでいて）災害時などに避
難できないような場所も多い」と警告。このほか、学内で自転車同士で衝突後、片方が逃走する悪質なケースもあったという。　
一方、駐輪場の確保では
大学は昨年、第一エリアなどでスペースを拡張。だが学生生活課によると、建物の入口から遠い駐輪場を使わず、自転車でいっぱいの入り口付近に無理矢理するケースもあるという。　
つくば市では、 「市民の
　
東京都荒川区南千住を散
策しながら地域に伝わる妖怪の物語を学べるスマホ向けアプリ「南千住百物語」を齊藤泰嘉教授（芸術系）のグループが地元のＮＰＯ法人「千住すみだ川」と協働で開発した。アプリはｉＰｈｏｎｅ専用で、誰でも無料でダウンロード きる。　
開発者によると南千住に
妖怪物語が多く、 「南千
住百物語」は、 地元の歴史 ・郷土史などに記載された妖怪の物語約
30話を扱う。ア
プリを開くと南千住の地図が表示され、地図上 妖怪の伝承が伝わるスポットの位置が示される。その場所に近づくとスマホが全 球測位システム（ＧＰＳ）で
振動し、そこにまつわる妖怪の物語が表示される仕組みだ。　
また、特定の場所でスマ
ホのカメラをかざすと、画面上にアニメ風 妖怪 現れ、その場に妖 がいるかのような合成写真を撮ることもできる。また、物語だけでなく、南千住を流れる隅田川を舞台にした謡曲や琵琶の演奏を聴くことも可能だ。　
活動を主導する市川寛也
さん（平成
25年度芸術専攻
修了）は「今年度中に南千住の口頭伝承の妖怪物語についても取り上げ、最終的には
99話まで物語の数を増
やしたい」としている。また、ｉＰｈｏｎｅ以外の機
種に対応させ、外国人向けに多言語対応化するなど改良を続けていくという。　
市川さんは「目に見えな
い妖怪を可視化することで、 だけでなくその町
自転車に対する意識を向上させたい」 （同市交通政策
「南千住百物語」妖怪伝承を扱う
の歴史や文化も見えてくる。そうして町に興味を持ってもらい、 おこしにつなげていきたい」と今後の展望を語った。
　　　　
　　　　　　
  （油布知夏）
子どものために試行錯誤
課）として４月から、 「自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例（自転車安全利用条例） 」を制定した。ヘルメットの着用や自転車への反射材装着 ほか、簡易保険の加入を促す内容で、 罰則規定はないが、交通法令の遵守を求めている。つくば市によると、同
様の条例制定は県内で取手市に続き２番目。　
一方、つくば中央署によ
ると、今年１月から４月までにつくば市内で発生した
自転車の事故件数は
38件
（昨年の同時期・
43件） 、県
内では４６０件（同５１４件） 。昨年、市内での自転車事故は１４６件だった。
伝承が伝わる場所で撮影した写真
駐輪禁止スペースに止まる自転車
小中高生が筑波大生体験
　
子どもたちに大学の講義
や最新の研究を紹介するイベント「キッズ・ユニバーシティ」が４月
19日に開催
され、小中高生が「一日筑波大生」として
18の特別授
業 ・ 体験ツアー ・ 展示を回った。　
林悠助教（国際統合睡眠
医科学研究機構）による特別授業 「睡眠のミステリー」では、睡眠のメカニズムを分かりやすく説明 林助教が「二度寝」の防止法など、睡眠についてのさまざまな知識を紹介すると、参加者は驚きの表情を見せていた。
齊藤泰嘉教授のグループが開発街歩きアプリ
立って話し合う。　「つくばフェスティバル」当日。ブースの中では白衣を着た子どもたち
であふれていた。子どもたちは患者役の学生の背中に聴診器を当 て心音を聞い り、学生のお手本を見ながらぬいぐるみ
に注射器をさしていた（＝写真） 。ここで使う聴診器、針を除く注射器は学生が医療実習で使用する「本物」 。また、子どもたちに正しい医療の知識や健康的な生活を教えるために使う紙芝居
は、脚本からイラストまでを全て手作りだ。　
以前訪れた保育園で
の出来事 串間琢郎さ
ん（医学３年）は笑顔で語った。 「訪問４カ月後に再訪した時、子どもたちは私たちが教えた保健教育の内容を覚えていました」 。細部まで子どものことを意識して作られた教材と、本物の器具を用いることで出されるリアリティは、子どもたちの心にちゃんと届いていた。　
代表を務める青木明香
里さん （看護３年） 「メンバーで苦楽を共 することがこのサークルの魅力。多くの人に私たちの活動を知ってほしい」と話す。　「子どもが好きなんです」 。活動参加のきっかけを問うと、メンバーは口を揃えて答える 揺るぎない気持ちを胸に、子どもたちが「楽しみながら」健康や医療 学べるよう、メンバーの試行錯誤は続いていく。
（新田
萌夏＝社会学類２年）
不適切駐輪
「
」
筑波大生の駐輪マナー
市民から苦情多数
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講演するイラストレーターの中村佑介さん
第 30 回つくば芸術祭
5 面へ
衣装を披露するモデル
One Day Without Shoes
5 面へ
裸足で歩いた後、横断幕に足跡を付ける参加者
RICOCHET 21st FASHION SHOW
10 面へ
相手と組み合う永瀬（右）
全日本柔道選手権大会
次号は７月
14日（火）発行予定です
8 面へ
　
今回、取材・編集を通じ
て感じたキーワードは「つながり」です▼ＬＩＮＥ社の森川亮社長は「筑波大は卒業生のつながりが薄い」と語りました。１、 ２面で紹介した筑波大発の「ビジコン」には卒業生と学生を結びつける意図もあるのでしょう▼１面 ミニ特集で取り上げた社会貢献プロジェクトは「大学 と「社会」のつながりを作るものです。 「大学周辺で生活が
完結しがちな学生に、地域とのつながりを持たせることができる」と話す関係者もいました▼「Ｗｈｏ‘ｓＷｈｏ？」 長谷川慶さんは、地域限定アイドルを媒介として、住民同士の交流を活性化させ 「多くの人とのつながりを作りたい」と熱く語ります▼一つの新聞を読むだけでも さまざまな「つながり」 あります。新 者の間に 密なつながりができるよう、充実した紙面を目指していこうと思います。
（編集長・
平嶋健人＝社会学類３年）
　「全国を舞台に活動するのではなく、地域限定の大学生アイドルを創設したい」と話すのは、学生団体「Ａｓｔａｌｅ（アステイル） 」の代表を務める長谷川慶さん（社工２年）だ。
アイドルで社会貢献を
地域住民の交流も目的
つくば市発のアイドルをプロデュース
長谷川慶さん（社工２年）
　
長谷川さんは今年２月にＡｓｔａｌ
ｅを設立した。現在、ネットでの呼びかけや周囲の友達を誘い、運営側には
10人が集まった。またアイドルのデ
ビュー曲はＴＶのバラエティー番組や
ＣＭでの作曲を手掛けたプロの作曲家に依頼している。ＳＮＳや大学周辺の飲食店、コンビニなど、
15店舗
以上で
広告を出し、 つくば市の大学、 大学院、専門学校 通う女性を対象としてアイドルを募集しているが、メンバーは残念ながら現在まだいない。だが「アイドルを使って、学生、高齢者 社会人と年齢に関わ ず、地域の人の交流を活性化させる」と意気込む。　
中学生のころ、多くの人を笑顔にす
る「アイドル」 魅了された長谷川さん。アイドル自身の魅力だけでなく、事業としてのアイドルや、アイドル支えるファンの声を調べていくうちに、実際にアイドルの活動に携わりたいと感じ始めた 高校２年生 なると、テレビ局のプロデューサーや芸能プロダクションに連絡を試みた。をビジネスとする人の話を聞きたい、そこに広がる世界を見てみ いと 思いで、手紙やメールを送ったがほとんど相手にされない。そこで長谷川さん
はふと、 「自分でアイドルを創ればいいのでは」と思い始めた。　
大学入学後、アイドルの創設という
大きな夢を実現するため、長谷川さんはＳＮＳを活用しベンチャー企業の社長や筑波大のＯＢを中心に
30人以上と
面会。多様なアドバイスをもらう中「やりたいではなく、やるに変えよ」という大手商社に勤めるＯＢの助言が心に響き「将来では く、今できることをやってみようと思った」と語る。　「歌って踊ることだけがアイドルの活動ではない」と語る 谷川さん。アイドルという親しみやすい存在を通して多くの人のつ がりを生み出すのが目標だ。メンバーが集まり、アイドルグループが結成されれば大規模なコンサートと、学生や社会人、高齢者が交流するイベントを同時開催する構想もある。 「つくば市には、やりたいことがあっても一歩踏み出せない学生 多くいる。アイドルを通じて人とつながることによ 、きっかけが生まれ
る。それがやりたいことの実現につながる」と長谷川さんは話す。　
例えば、高齢者とのつながり。 「目
標に向かって悩んでいる時、人生経験豊かな年配の方の助言 役に立つ」話す。また筑波大は大学発ベンチャー企業の輩出量が全国第２位 あ のにも関わらず、学生と起業家とのつながりが薄いといわれる。 「起業家志望の学生と、実際に起業し 社会人との連携できればい 思う」　
大学生のアイドルをプロデュースす
ることで、学生と地域住民の交流を促進したいと考える。このような長谷川さんの構想に「地域を元気にしてくれる」と期待する茨城県の県議会議員声もある。　
アイドル創設という巨大なプロジェ
クトに挑戦す 長谷川さん。 「アイドルの活動によって多くの人の交流を深め、笑顔にしたい」と意気込む彼が今後どのよう 活動し い か、注目したい。
（林健太郎＝社会学類２年）
松美池前でほほ笑む長谷川さん
?? ?
